
第lt号　　（1965）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41－（181）

急性心臟死の生化学的研究
第1編　人屍心筋中の代謝成分について

昭和40年5月11日受付

　　　　　　僑州大学医学部法医学教蜜
　　　　　　　　　　　（主任：野田金次郎教授）

沼田一　杉山昭弐　北浜睦夫　中島純一

金箱房枝　小野節郎　遠藤育男

Biochemical Studies on the Acute Cardiac Death 

I. On the Metabolic Components of Human 

Cardiac Muscles

Hajime Numata, Shoni Sugiyama, Mutsuo Kitahama, 
Junichi Nakajima, Fusae kanebako,

Setsuro Ono and Ikuo Endo

　　　Departxnent　of　Legal　Medicine，　Faculty　of　Medicine，

　　　　　　　　　　　Shinshu　University
　　　　　　　　　（Dircctor：Prof．　Dr．　K。　Noda）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示されている。

　　　　　　　　　　　まえがき　　　　　　　　　　　　　然しながら，心疾患死亡群中でも器質的陣窃のみな

・　内因的急性死就中，急性，心臓死についての角棚は，　　らず，組織学的変化の追求の徹底を期しても，心臓を

　各分野で夫々の立場から多く追求されているが，法　　　始め主要臓器に決め手となる様な所見がみられず，し

　医学の領域でも極めて電要な課題であり，殊に死圏　　　かも死に方がその急性心臓死と非常によく似た，所網

　の診断的論拠を中心として多くの検討がなされてい　　　音村11）12）の謂う「ポツクリ病」の如き機能的障警によ

　る。1）一’6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る死亡の存在も否定田来ず，越永3）によれば，この如

　　従来急性心臓死は広い意味では心臓に起因して急死　　　き例は，大動脈疾患死亡群中の約10％を占めていると

　する総てを含むと理解され，死閃統計上本死因の項に　　いつている。この機能的障轡による急性心臓死を法医

　当るものは，急死例の内40～60％を占めているとみて　　　学的に死体について診断決定する薯は，しばしば非常

　よかろう。2）岡の・？）－10）　　　　　　　　　　　　　　　な困難が伴う。この解明には従来行われて来た形態学

　　これの病変別の分類を，Helpem等8）の報告に例を「　的検査のみならず，更に化学酌検査をも必要とする事

　取つてみると，2030例中Heart　and　aortaの項は　　　は当然であるが，この分野についてはその究畷が展開

　44．9％を占めて思り，この内，　　　　　　　　　　　　　されつXある現況であり，未だ解明の段階迄には致つ

　　　Coronary　artery　disease　　　　30、4％　　　　　ていない。

　　　Syphilitic　aortitis　　　　　　　　5．3％　　　　　　生体内に見出される物質は全てその物質特有の代謝

　　　Valvular　d三seおe　　　　　　　　4．1％　　　　　経路によつて生じたものであることは論を待たない。』

　　　Cardiac　hypertrophy　　　　　　1・7％　　　　特に’心臓は終生休みなく収縮拡張を繰返し，この運

　　　Spon’taneous　rupture　of　aorta　　lr2％　　　　動の維持に必要な代謝のためには極めて多くの物質が

　　　Other　　　　　　　　　　　　　2．2％　　　　　関与している專は明らかである。この点に関しても極

　となつている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めて多くの報告及び解説13）｝23）が加えられている。

　　54，本邦に於いても，例えば瀬木10）の報告によれ　　　一一一一般心疾患の場合には勿論，急性心臓死に於いて

　ぱ，諸外国とは硝々事情が異なり「動脈硬化性及び変　　　も，心筋代謝陣害が伴うであろうことは当然予想され

　性性」が66％と大部分を占め，この内慢性心内膜炎26　　る所であり，多くの化学的追求もこの点についてなさ

　％，動脈硬化性21・4％（狭心疲ユ5・5％，冠状動脈疾患　　　れて来ている。従つて急性心臓死を生化学的面から論

　5．8％，動脈硬化性0．1％）その他の心筋変性18．5％と　　ずるにあたつて，これに関した従来の報告について，
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まず触れてみる必要があろう。　　　　　　　　　　　　等37）によると，non－beating　heartの酸素消費1駈は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　beating　heartの20～・35％，　またarrested　heart

　　　　　　文献的考察　　　　　　　　　　　　　　はbeating　heartの略々20％に達するという。随つ

　　　〔1〕無機成分　　　　　　　　　　　　　　　て多鍛に酸素を必要とするこの好気的臓器は嫌気的条

　小片等24）は発光分光分析により，各臓雛中よりA1，　　件に強く影響33）され，この酸講欠亡時の代謝暴常精に

Ca，　Cu，　Fe，　K，　Mg，　Na，　P，　Si，　Ti，　V，　Znの　　　Energy代謝に，っいては，多くの検討がなされて来

13種類の微量元索を検出，これら常在性元素は生命現　　　た。これに関係する物質として次の如きものが雛げら

象が正常に営まれるために必須の要素と考えられ，こ　　　れている。

れを「必須微量元素」と名づけている。更に注目すべ　　　　（1）　Creatin

．き’ことは，心筋内Ti含有量が急性心臓死では対照と　　　Creatin　Phosphate（CP．’は筋収縮に極めで諏要

逆，すなはち左・右両心窺が等しいか，または君心室　　な意味を持つAdenosi血e　tri－pliosl）11ate（ATP）と

に多く含まれ「この心筋内Ti量の変動が原園となり，　　共に．　Lohmann反応ag），

急性心機能不全を招来したものであろうと考えたい」　　　　creatin＋ATP訟ADP＋Phosphocreaもine

と報告している。　　　　　　　　　　　　　　　　　として心筋エネルギー代謝の窺要な位蔵な占めてい

　”h生体内部環境の維持に極めて彙要な電解質であ　　　る。従ってこれに関する報告｝測戴めて多く酸紫欠ゑ噺

り，筋肉の物理化学的過程に重要な役割を果している　　　もたらす心不全，ee．1血性心不全で何れも滅少すること

K，Na等にっいては，同様心筋代謝に著るしい影響　　　を｝認めている。ls）’tO）41）また巽験1杓心筋梗鷹症に，於いて

を与え，これ等電解質の濃度変化は心筋の収縮運動を　　　も，これの減少を確溜し42）m，心筋低酸素症で強く誠

も変化せしめることが知られている。22）25）26）また，心　　　少dd），血中酸索飽和度30～4U％以下に於いてはATP

筋細動（Cardiac　Fibrillation）に対しても，これ等　　　及びCPの消央がみられる13）といつている。これ等の

電解質はこれを抑制或は促進せしめる作用を有してい　　　ことは当然急性心臓死との関係に於いても泊求惑れ，

る。27）従つて心障碍と電解質代謝との関係についての　　　革刈33），瀬川45），何川4G＞，小片47），野田樹笛幟何れも

報告は実に多数にのぼつているが，特に非代償性心疾　　　減少を認めている。即’ら左心壁に於いてのCreatin

患，心不全例に心筋内K濃度の低下が認められてい　　　燈190～2001’解％が心疾患死亡群では156帽17Uη》％～二低

る628）”10＞また山田31）は老年看の1舶勺心死亡群に．同　　　下，これにより急性心臓死診断の齢拠になるだるうと

様K減少を鋤・轍こ心重盤の増加・矧犬珈鞭fL中　の試みがなされ，また螂ijは「ζのC・e・ti・減少が

等度以上のもの・餅眠を有するもの・異常EKG研見　　　心磯能障碍の悶子として意義があり，これ等化学的麟

を呈するものが多く，これ等所見をK減少とは有意義　　　程の破衡が組織学的麦化に進み，潴在的要約として残

な関係にあると述べている。急ttE心臓死に於いても，　　　るもの」と考えた。然しながらエネルギー代謝に闘醸

心筋内Kの減少が認められ32）35）・催は低酸素症たる　　　するCPとCreatinとを圃一視して考えることに対

CO一申毒死群にも同様・またはそれ以上にKの減少が　　　しては尚疑間が持たれており，　Wollenb¢r欝r49歪は両

大きい傾向を示したことを指摘・このK減少が心筋の　　者の間に相関関係を認めず，村上鞭3）に人のlll験材料

機能障碍の潜在的要悶として璽要な意義を有するもの　　ではCPは分解し易いため翻建剛難であり，またCP

と巌している・然しながら・K以外の電顯N・，　は心筋中のC・eati・・の極く一部に過ぎず，随つて

Ca，　Mg等については，急鹿心臓死に於いても著る　　Creatinの減少はEnergy代訟垂に関与する，この

しい変1ヒがみられず・Caに於いて，催s5）は硝々増加　　　CPの変化とは別個の意味があるものと述へているv

の傾向を・吉村等34）は，逆にポツクリ病死及び心肥大　　　　　（2）　ATP及び無蹴瞬酸（無機P）

を伴う心臓死に於いて明か？こ・纈畷fヒを伴う心臓　　E…gy・i・h　ph。・phat・の1職的物質としての

死では軽度にCaが減少すると報告している。　　　　　ATPは生体工不ルギーの実体として50，また筋堰編戯

　然しながら剖検材料についての電解質測定値は1心　　　接のEnergy源として筋肉の伸縮、灘罎と密接小181分

灘内液と心筋内とで交流すると考えられ36轍髄　の関係にある・とはs・ent　G，む・繕鰍耕・鰯・a・

時間についても考慮する必要があろ5e　　　　　　　　始め．多数の人々により報｛脇｛介されている。心赫

　　　〔1〕有機代謝成分　　　　　　　　　　　　に対しても惚格筋と岡様棋縮撮満ζし・ご…雛1ミ．その

心筋は他の麟と異なり・収綴白の性状が適正に　Energy源をATMc頼・ている．1・助従つ・亡．醐

鮒されることを韻とL・・その運9th　trc必歎E・eト　代謝蠕によつて1灘綬け．藤硯，心鱈獣，心

gyは絶えず十分に補給されなければならない。　Bing　　不釦こ於いてATPの減少が認められている。聯⑳灘
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また爽験的心筋梗塞症の場合，CPと同様15時間でA　　　GIycogenは個体差が薯るしく診断的意義は少いと

TP　40％低下　30分で△7Pが50％低下し，これと共に　　　している。その他Cytochrom　C．　Cholestero1に

無機燐の増加がみられている。17）田坂等30）はまた、代　 っいて，Cytochrom　Cは低酸素負荷時Creatin，

謝毒投与により心筋内ATP，△7P，　K等の減少を認　　　Succinic　dehydr。genaseと同様低下するとの何川

め，Kと△7Pとの間に正の相関があることを報告し，　　　の報告4a），　Cholestero1のjnL液巾含量は器質的変化を

この場含一般に無機Pの増加をみている042）これ等　　伴なう急性心臓死群では，明らかに，その他では軽度

ATPが心筋代謝と緊密な関係を有することから，既　　　の増加をみるとの報告2）があるが，明かな差異を認め

に心疾患治療薬として臨床上応∫目されている15）現況で　　　ないとの報告⑬もなされている。

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔皿〕　酵　　素

　然しながら急性心臓死との関係については，現総　　　 生体内代謝産物は，酵素系えの考慮を離れて存在し

尚，全くは解明されていない。このことは心筋内AT　　　得ないことは今更歎う迄もなく，心筋代謝も例外では

Pが心収縮停止後も滴費分解，CPと1司様剖検材料で　　　あり得ない。一一般には心疾患とmネルギ　一一代謝系との

は囲難なことにも起圏していると考えられ13）57）・爽　　　関係について追求さ2zl4）ifi），病心はAnoxiaによつて

際，筋肉に於いては，ATPの分解減少と死硬直の増　　　TCA－cycleに異常があるものと労えられている。1fi）

加が平行することが知られている。58）　　　　　　　　　71）72）また心疾患時漁溝酵索活性値力｛著るしく変鋤す

　　（3）　Vitamin及びHQrmoロ　　　　　　　　　　ることが知られており，これにより心疾患診断の論拠

　生体内代謝に不rll欠なVitamin及びHormonの　　となり報欝も多い。7a）－75）

変動は，当然心臓機能に影饗，その機能失調更に器質　　　　急性心臓死との関係については，特にGlutamic

的変化が来す辮は当然考えられるが，特にBl欠亡は　　　Oxaloacetic　Transarninase　（GOT），　Succinie

エネルギー生成障轡のみならず，神経系や心筋組織の　　　dehydrogenase，　Cytochrom　Oxidase等について

断裂変性により，心機能障碍を起すことが知られてい　　　検討がなされて属り，この内，GOTではLa　Due等

る。15）55）胤不全心に於いてもBlの心筋内減少と共に，　　に76）77）より急性心筋梗塾時1血澗GOT活性値の上1昇が

EKGに変化が認められる。s9）60）木村17）はその他B2，　　認められ，以後最も活性値が高い心筋GOTと心疾患

B6，　C，パソトテン酸と心不全との間には閾係があ　　　との関係が追求されて来た。船羅等7H）79）は急性及び慢

ると述べている。急性心臓死との闘係については青村　　　挫心臓死の場命心筋GOT活性値が顕著に減少するζ

等61）62）が，」飢液，腎上体，筋肉のBl，　B　2，含有盤が　　　とを認めているが，一一・lj－，四方2｝8°）はこの侮について，

他の死因による急死より，梢少ない二と，松倉等2’63）　　　脳障碍に於いて著明に活性は低下し，心臓死では梢低

が副1鰐に於いてC穎粒像，総C羅が少いことを報告し　　　下し，心肥大ではこれは認められないと報告してい

ているに過ぎない。　　　　　　　　　　　　　　　　　る。また玉置81）は心疾患，シヨック死，その他の死亡

　Hormonと心筋代謝との関係については，既に田　　　群では心筋GQT活挑値の大小の養がみられず，心筋

坂等により紹介1S）されているが，急性心臓死祥に於い　　　に器質的変化を坐じている揚合，左側が布側に比して’

ては甲状腺2）5D，　Adrel131in263），副腎皮質ホルモンes）　　減少すると報告している。　Succinic　dehydrogenase

等著干に過ぎず，他の死因等との間に明かな難異が認　　　は心筋貧血により短時間で減少46），またCytOchrcm

められていない。只松禽等はAdrenalinがVita1エユin　　Oxidase，　ATP　ase，　Lactic　dehydrogenaseは爽

Cと3塾に薬剤シsuツク時に於いて般も少く，心臓死群　　験的心筋梗墾により活｛生の低下することが知られてい

も少い方に属することを述べている。　　　　　　　　　る♂2）

　　（4）その他　　　　　　　　　　　　　　〔rv〕心筋構成成分
　生体は燃焼源としてその大半を糖質代謝に依存して　　　　心筋蟹白はMyosin　40％，　Albumin　2s％，　Glo一

いるか，心筋’に於いてHypoxiaを拙来する心不全，　　bulin　20％，　TrombQniyosin　5％より構成されてい

冠硬化　高エ血圧改び貧血では脂質依存性が増加するこ　　　る。16　e3）特にMy。sinは，　Actinと鞘合してActo一

とが知られており20）　短時間の心筋貧血で心筋G工y－　　myosinとして，またATP　ase作用物質として筋

cogen量は減少し66）67），　jfit液→・酸棄飽和度が3U～・0　　収縮の藻本糸癒なしている。52，氷瀞等駐4）はこの心筋

％で消失13）すると報告さ，t　（ている。入屍例に於いて寺　　　Actomyosin－ATP系が心不全1こ於いて収縮愉の低下

内等6ヨ）は催眠剤中毒時1汗Glycogenは著しく減少，　　を，小林ss）は筋収縮蛋白の生成異常を示唆している。

竹申69噛は同様心筋に於いて催眠剤中毒時に最も，Yhく，　　　このことはBrainf・6），01son87）等によつても認めら

心臓死例に最も多いとしている。但し何川等70）は肝　　　れ，弁膜症，冠硬化，高dil．EE等の心不全により，　M　yo一
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sin．　Actomyosinの粘度，その他物理化学的な変化　　　る。

による筋収縮異常が認められている。またMyosinは

freely　reacting　SHを有する螢白として注目され52）　　　　　　　　輿験材料並方法

88）『9°）・叉MendegDl）をよSH反応剤が心筋の収縮凶三停　　　　憩性心臓死を心筋代謝面より論ずる場合，すく・これ

止をひきおこすことを報告している。これ等のことよ　　　をその診断決定に応用するセこ幽り，先に形態学的に宮

り，先に野田等2）48）は梶田氏921によるFerricyanide　　　変のあるもの即も器質的心疾患死亡群と，それ以ク1に

法を改良，心筋中のSH物質について測定したが，　　　起囚する疾患死亡群との間の関係について明かにす為

Pot．　Ferricyanide還元骸（PH　7．0，10min．）は正　　　必要があり，このcとは機能的心疾患死亡群の理解1こ

常値左0．30×2m／t／　2　，右0．22x2ημ〃が，心疾患　　　火いに役立ち得るものと儒じている。従つて今闘器賀

死亡群では0・17×27nt．t／　SJeと二痔るしく減少することが　　　的心疾患群特に㌻猷動脈硬化死亡群を中心として，人醗

認められた。GlutathiOnについては1人屍体でe＃1－・H．　　心筋中の代謝成分含lll：にっいて検討することにより，

宛の傾向が簿られず，何川70）は動物実験で肝GlutEi一　　各疾患死ごイ洋との相瓦関係を明かにせんとした。

thion量が凍死では著明に、ショツクでは蝶度に減少　　　　測鋪三成分としては心疾患死亡群にみられたCreati鳳

することを報告している。水分含有f蹄こついては，　　q）低下に関係し，、無機P及びhigh　energy　rich化

Wilkinsg3），　Calhounett）等は非代償i！k’心疾患の心筋　　合物としての△7Pを始めとし，　Aldora＄e，　GOT及

水分蹴が増加していることを認め，一方山田：11）古村等　　　び心筋組成として残余駿嚢並びに擬劇ごilN禽蹴より臆

gs）は諸臓器中倉有澱と死悶との閲には明らかな関係を　　　求を行つた。ここで解糖系に於いて銀糖1－6二燐酸

みないと報告している。　　　　　　　　　　　　　　　を分解し，この問題に窺要な“比賦巻占めるAlclorase

　その他組織化学的に．花岡9°）は急柑三死屍心筋中，蒋に　　　は・般近筋肉内Creatinが纏るしく減少する甲状腺

心臓死に於いて心筋断裂が多数に，また消：耗性色索の　　　中轟痙，Progresive　muscular　Gystrol）hy畳こ於い

発現を全例に翻め，福西等97）は、ポツクリ病死例に所　　て岡様筋肉内AldQraseの滅少が認められ，血滴

謂那須gs）－101）に悶る粘質多粍！1体変性（MPS変性）及　　　Aldoraseの特異的に増加する韻：がみられ，これ鱗挾

び微小な変性橡が刺激俵導系（1－lis索）筋繊維にみら　　　患と糖代謝との関係についてかなり注i覇されて来たo

れ，心筋繊維自体の代謝障碍ぽ心筋機能停止の原園を　　　10‘1）105）また炎験的心筋梗塞時，，t血L清Aldorase偽か三誹

云々する上に考慮すべきであると報じ，Awedejew　　　るしく増搬することが知られている。letS｝従つてこれ算

1㈱によつて述べられた迷走神経及び同神経節が急性　　　請成分から心疾患死亡群との闘係を検討した。

心臓死に果す役割の璽要性についても改ためて波目す　　　　　　突験材料

べきであろうと考える。　　　　　　　　　　　　　　　　遇法鷹学教塞及び東京都監察医務院にて剖検した人

　以上，憩性心臓死を中心として心疾患と心筋代謝と　　　廃中，まとして死後24時間以内の成人を対象とし，48

の関係について，今趨に報告された文献により，生体　　　例についてその左心窒及び；kf心蜜壁筋に・っいて測箆な

代謝の異常は心筋代謝に著るしく影響，その障碍を来　　　行つた。

ずことを知つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験方法

　然しながら注意すべぎことは，これ等代謝成分は程　　　　　（1）　Creatin

度の差こそあれ全ての細胞臓器にも含まれ，この変動　　心蜜壁の乳頭筋，｝lll肪組織等な迅速に除轟H臓h鷺

を蔽ち｝こ心疾患に結びつけ，更に急｛生心臓死と岡・一・視　　　＆Schdfer氏法107）で処理，　Jaffe反応による恥1in

して考えることは甚々危険が伴なうものと豫はねばな　　　氏法1°8）及びL’1Oyd試薬（hyolrated　aluminum

らrsい。　　　　　　　　　　　　　sili・ate）を用いるIlaugen＆Blegen1。CJ）氏法によ

　即ち，急性心臓死の成因1心疾患との関係は尚大き　　　り測定した。後春については先に野田等踊8）により

な課題として残されており・また・吉村11）12）eま，急性心　　Creatin以外の物質による影響でも墨色されるFolin

臓死は現在むしろ死因不詳というべき分野にあると　　氏法を検討，L’1Qyd試薬にCreatinのみな吸麟分

し，心疾想以外身体的状況乃盃素因についても考懸す　　　離することにより満足すべき成績を認め，従ってこれ

べぎであるとの思考もなされている。2）また橋本1°s）は　　　をCreatin真値として示した。その概要を篤1図に

心不金という事態は現象論酌には生理学的或は物理学　　　示してある。

的の立場が本質的であり，生化学的な代謝面よりの理　　　　　（2）無機P及びa7P

解は従であるとし，これ等の解明には更に多くの努力　　　．氷冷Trichlor　acetic　acid中で心筋を謄砕，・除畿

と茨験が積み璽ねられなければならないと考えてい　　　肉後遠沈し，その上澄液について無機P及び評Pの



Fig.1 (1) Determination of Creatin

Sample 5g
5% NaCl 20me
lo% AcoH o, 2me

hornogenize for 2 min.

wash with 5% NaCL 20me
boiL for 10 min$.

decant,

 1
Residue

extract with H20 307ne

2 times

ww                          Filtrate

                              dilute to 100me with H20

                    Extract soltttion 20me
                    10% Triol)loracetic acid 10me

  ' stancl,for lO mins.
                              'filtrate

                          Y"iltrate 20me
                              neutralize with 50% NaOII

                   ' (Indicator:p-Nitrophenol) .
                      Neutral solution

                      2N･-MCI 20me ･
                              place in 6:,)OC (24 hours)
                              neutralize with 2.5N-NaOH
                              dilttte to 100me with H20

                      Sample solut{on

rneasuring by METHOD I measuring by METHOD Ir
                                        (adsorb'tion method with)
                                        L'loyds reagent

Fig.a (2)

METHODI METHOD II
                     IX

2,O or' 4,Ome of the solution. 2.0 or ' 4. 0me of the solution

dilute to 5,Olne with H20 ' dllute to 5.0me with H20
2.5ne of alcaline picrate O. 5ne of 'saturated oxalic acid

     develop for 60 mins. (2o±2oc) 100mp L'royds reagent ,
measuring (520mA) shake ocassionally for about lO mins,
                                        centrifuge for about 5 mins.
                                        clear supernatant aspirate off through and diseard

                                   7. 5'me of alcaline picrate '

                                        shake ocassionally for 10 mins.
                                        place for 10 mins. at 20eC
                                        centryfuge for about 5 mins.

                                   measuring (520mpt)
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Fi臼．2　Determi且atioロof　Anorga皿ic　Phosphoric　acid　and　Acid　labile　Phosphate

　　Sample　　　　　　　　　　　　O・57

　　Sea　sand　　　　　　　　　　　1．　o　ff

8％Trlchloracetic　acid　　IO．Ome（freeze　up）

　　　　　　　　　　91°ind　for　5　mins．

　　　　　　　　　　centrifuze　for　5　mins，

　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
Acid　labile　pliosphate　　　　　　　　　　　　　　　　　Anorganic　phsphoric　acid

Supernatant　　　　　　　　　　　　　　　　　2，0m6　　　　　　　　Supernatant　　　　　　　　　　　　　　　　　O．5認

7、59／46Sod，　Molybdate　　　　　　1，　O躍6　　　　　15N－H2SO4　　　　　　　　　　　1．（1紹
H20　『　　　　　　　　　　　　　　1．5η6　　　　　2．0〃（昭Sod．　Molybdate　　　　　　1．（i紹

i－Butallo1（saturated　with　H　20）　　2，0紹　　　　　　H20　　　　．　　　　　　　　　　　O．5me

　　　2－3times　shake　　　　　　　　　　　　　　i－Butano1　　　　　　　　　　　　　4．0紹

　　　Butanol　layer　aspirated　off　through　　　　　　　　　　　shal｛e　for　10　secs．

　　　　　　　　　and　discard　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　place　for　30－40　secs，

Water　layer　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i－Bu七anoUayer　　　　　　　　　　2・Ome
i－・Butano1十ether（4十工）　　　　　　2・0紹　　　　　　0．59／（形Ascorbic　acid　　　　　　　2，（1紹

1　1　time　shaI｛二e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etanol　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1。Ome
Water　layer
1・・1・・・・…ne…hH・・

1）ilute　solutien　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，0ne

3，5N　HCI　　　　　　　　　　　　　　　1．（肋彦

boil　for　7　mins，　in　the　IQO°C

　　　　　water　bath

cool　to　1’OOM　temperature

neutralize　with　2N－NaOH
　　　　　　　　　（lndicator；ph．　ph．）

　　　place　in　the　37°C　water　batll

　　　stand　for　30－40　mins．　at　room

　　　　　　　　temperature

meaSLtring（Filter　S　70）

measuring　of　phosphate　by　Fiske　Subbarow

　　　　　　　　　皿ethod

　　．測定を行つた。　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　（4）残余窒素及び蛋白性窒素（N）含盤

1　　無機Pはhigh　energy燐酸化合物の分解を伴なは　　　　N含燈はMikro　Kjeldahl法にょり，残余窒素は

　　ず，生体無機P真値の測定法として高橋法u°）111）を用　　　Folin－Wu法除蟹白液について測定した。

　　い，△7Pは大江等の報告による方法112）及びFiske

　　S。bb、，。w法113）を併用しd晒定した．その鞭を第　　　　実験成績

　　2図に示してある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・保存による経時変化

　　　　（3）GOT及びAldorase　　　　　　　　　　　測定に当り，先ず心筋摘出後測定に至る迄の保存に

　　　GOTはReitman－FrankeU法u4）115）Aldoτase　　　よる変化を求めるため，次の検討を行つた。摘出磁後

　　はSib1ey－Lehninger法116）にょった。尚GOT測定　　　の人左心室壁筋を直ちに分割してビ”　t・ル袋に包み。

　　法については幾多の検討報告117）－120）がなされ，よつ　　　　（a）　－15°Cdeep　freezer中Vこ容れて常時冷却

　　て心筋稀釈濃度（x　3000），検量線作成はLithium　　　　　してあるPropyren　glycol浴槽に投じて直ち

　　pyruvateを使胴し，またGOT及びAldoraseは　　　　　　に凍結して保存する。

　　同一…心筋部調整検液について測足した。　　　　　　　　　（b）　O～＋5°Cの氷室内に保存する。

　　　活1’k度の表示はGOTがReitmpn　Frankell単　　（c）室温に保存する。

　　位，Aidoraseは竹村121）にょる誠検材料がPH　8、6，　　以上，3条件下に保存し，経日的にその一部を取幽し

　　37°C，作用時間3【〕分間で示す終反応の吸光度（A－B）　　て測定を行つた。

　　を組織19当りの換鐘値をもつて示した。但し，A及び　　　室温保存例では当然著るしい変化を示し，無機Pは

　　Bは夫々試料並びに富検の吸光度を示すものである。　　　2Nでユ53％，3日125，163％，4日184％，残余Nは
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3目143，222％と著るしく増加1また逆に△7P及び　　第3図　 運搬用容器
Aldoraseは減少を示し，2日で△7Pは消失，　Aldor－

aseは43％以下となつている。この傾向は氷室保存例

でもみられ特に無機Pは2日122％，4日147％，△7P

は2日44％・4日22％・Aldoraseは4日60％とその　　　　　　　　　　　　　　　　　／’〆　　〃

変化が認められた。然しながら凍結保存例では極めて

安定で，無騰Pは16日後でも変化なく，△7Pが硝減少

をみせたが，Aldoraseは4日後では変化がみられな　　　　　　　　　　265mm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iかつた。尚蛋白性Nは各保存例に於いて殆ど変化な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／、．一

く・GOT瞳蘇存の1例で著るしい～舌齢の上昇　　　　　　　　Sampl。
を示した。（第1表）

　以上の実験成績から，本突験については心摘出後

欝灘譜欝皐端箋驚面罪・・1｛纒31・
co1浴槽中に投じて凍結，出来得る限り短時日に測建

終了する様に努め，運搬の要ある時には断熱用樹鵬

1101e　sty1θn板でDry　ice　box（第3図参照）をffF

製して，運搬にはこれを使用した。

　　　　　　　　　髪

　　　　　　　　　薯

fe－一一一145mm－一→

　　　皿．心筋斎部の組成會量　　　　　　　　　　　　於ける奮有鑑のi．異を検誕する必要もあり．心蜜，乳

　試料としては出来得る限り一・定した部位を用いるこ　　　頭筋，心室中隔，夫々の2N3ケ所から賦料を採取，

とが望ましいことは言う趨もない。従つて心筋各部に　　　これについて残余N，蛋白性N，及び水分（105°Cに

第1蓑　　　　保存による紹…時変化
保　　　　　　存 経過 保　　　　　存　　　幽

No，

＼、@＼＼　　隔、、r＼　　「【、、・■

ｬ　　分　　＼・＼＼

含有錨：

経過（日）

　　　猶黶E5・・トー…像漁 （｝ヨゾ・5℃1・～・・d室温

L

1

無機P　　　A9／9
ム7P　　　　Ptg／　9・

Aldolase　　Ext／9

GOTL〈　100　u／2

640

go
　　　2400

750

2

592

95

419

700

3

残余N　　　四／9　　　1・89

蛋自性N　　　nv／　g　　2　L　80

無機P　　μ弾9　　8：．）O

△7P　　　 μ¢／g・　　105

ALdolase　　　　Ext／チ　　　　　490

GOTx100u／チ　　400

　　　1．78

　　24．96

　　　7tiO
3

　　　120

　　　487
1・・。

残余N　　　ngte
・蟹白性N　　　㎎／9

無機P　　 μ9／9

△7P　　　 μ乎／9

A！dolase　　Ext／g

GOTXIU‘）u／チ

1．84

28．00

　44δ

　155

　210

　475

3

　1，61

　28．00

　　408

　　110

　　163

1　　600
E

780

40

321

525

、翻i、1：iZ

8401、0“0

　70　1　　0

…i・・
650i　2500

1．62

28．00

　572

　　0

　129

　600

2，30

28．64

　732

　　0

　96
　600

1－
i一

944

20

226

625

U80

　G
129

625

4

無機…〃礒1雛

…　〃〃｛k詰1

lll　1：

16
堰@70　－
i・・．一一

詞　一
，．．

堰@．．

　　E

一1 一i－1一
　　一［　－

　　　　1
　　＿　1　＿
　　　　Il　　　　　　1
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於ける乾燥減鍛）の測定を行つた。先ずその平均含有　　　　これらの内，肺炎は呼吸面の縮少により心臓並びに

最についてみると，残余Nは左心室〉中隔〉左乳頭　　　全循環系が過度の作業を強制され，大・多数は循環系の

筋〉右心室〉右乳頭筋の順であり，蛋白性Nは左乳頭　　　機捻旨不全によつて鄭れることが知られており，また

筋〉左心室〉中隔〉右乳頭筋〉右心室，と両成分共に　　　CO中梅は低酸素症としての死亡であるので，他の群

左心筋は右心筋に絞べて高く，後者は前看に対し残余　　　に対して対照的意味をもつてここに取り離iげたもので

Nで約75％，蛋由性Nで約90％の含有値であつた。ま　　　あるo

た水分含有鍛は中隔が75．9％を示したが，その他では　　　　これ等死亡潜中，心肥大者（心重郵：〃身艮㈱2・00

何れも78・6～82．1％の範囲にあり，左右の間に差は認　　　以上）2）は23例（約50％）を占め，この内1群中で9

められなかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　例，2群中で3例と心疾患死亡群がその大半で，多く

　同一一一一心筋部試料についてみると第2表に示した如く　　　は2・50以上であり，また4群（肺炎）は全例共に2・oo

であり，乳頭筋及び中隔では蛋白性Nで一定の成績が　　　以上であった。以上の概要を簾3表に示してある。

得られなかつたが，左右心室に於いてはその差が殆ど　　　心肥大者と非心肥大鞍との年令別では，前者♂t｝O

みられなかつた。　　　　　　　　　　　　　　才，Pv　63才；後懸，♂・♀共32才，と器質的心障欝例

　　皿．人屍心筋代謝成分趾　　　　　　　　　　　　　は高年含者に多く，i只両巻の心室壁の彫さ（ewn）につ

　先ず本狽で使用した材料である人屍48例の内訳は次　　　いては心重昆／身艮比2．50以上の心肥大渚でなL92士

の通りである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．2tl・　cm，霜0。56出0．17（泓2，00以下の非心肥穴鷺では

　第1群　飛状動脈硬化による死亡（冠動硬）1（［例　　　7LE　1．ilt3：L－O．12cnl，看0、45士0．25㎝1と充心室壁はi籔為し

　第2群　その他の心疾患　　　　（他・’心挨）　4例　　　く原く，両渚の間に有意の蓬（危険率5％）が鋸めら

　例3群　頭部障碍　　　　　　　　（頭　　障）　ユ2例　　　れた。

　第4群　肺　　炎　　　　　　’（肺　炎）　4例　　　　次いで，これ等人屍例の左省心窒壁筋について，寄

　第5群　CO中撫　　　　　　　くCO　中）　4例　　成分の禽有量の測矩を行つた所，第4表の如くであつ

　第6群　薬物中毒　　　　　　　（薬　　中）　4例　　　た。

　第7群　上紀以外による死亡　　　（その他）　8例　　　　　（1）　残余N及びi蛋自性N倉量

　第8群　腐敗例及び非成人　　　　　　　　2例　　　残余N奮量（㎎／9）を各群について比較するとV群

第2表　　　　心筋各部の組成含燈

L－－Veエ1tricle

R－Ventr至cle

L・・Papillary　inuscle

R－Papillary　muscle

Septa　of　the　heart

Ventricle

残余N　mp／9
螢白性N　　7瑚／チ

水　　分　　　％

残余N　彫〃
螢自性N　mp／　9

水　　分　　　％

残余N　mp／　St

蛋白性N　mp／　9

水　　分　　　％

残余N　mp／　9

蟹白性N　解〃
水　　分　　　％

残余N　”v／　7

蛋白性N　　御／9

水　　分　　　％

左　水分　　　％

右　水分　　　％

112i3i4
1．77

Q2．40

W1．6

2．02

Q2．88

W0．6

2．04

Q3．52

@　一

…一　

1．41　　　　1．47

20．64　　　20．80

81．2　　　83．0

1．47　　　1、71　　　　　1．79　　　　　－

27　36　　　24，16　　　24．32　　　　－

78。7　　　81，0

1、22　　　　1．25　　　　1．3Q

24．00　　　17’92　　　22．08

79．1　　　　80．5

1．89　　　　L76

23．04　　　20．80

74．7　　　　77，0

81．2，　　81．2　　　8r）．1　　　80。3

73，5　　　　8工．3　　　　　　－　　　　81．1

E

1．94

22，93

8ユ．1

1．44

20。72

82．1

1，66

25．28

79．5

1．26

21。33

79．8

1，83

21．92

75．9

80．7

78．6
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第3装　　　　　心肥大者と死因との関係

慧

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

201　－2．30

No．

43

42

13

31

5

年
令

65

78

42

41

58

性
別

9

8

♂

δ

♂

死　　　　　因

，J、月函日日ltlL

脳外傷后の気管i支肺炎

大葉性肺炎

慢性アルコール中i毒

大動脈破裂による失血
　　　（外脇殿）

2．30　－－ny　2．50

No，

38

28

32

年
，令

60

53

76

別

6

9

3

死　　　　　因

冠鍍力了i更イヒ

肝破裂
左概な巾レとする爆層広汎性臓膜
’肖卜出1血L

2，50く

No，

8

11

15

16

i7

23

37

41

6

39

45

14

25

4

26

年
令

73

73

76

58

63

62

65

65

26

34

55

78

50

78

69

性
別

6

♀

♀

6

♂

♂

8

♂

6

9

s

♀

δ

♂

♂

死　　　　　因

冠動硬化

全　上

全　上

全　上

全　上

全　上

全　」二

全　上

急性心不金（心肥大）

左心蜜拡張性肥火
心肥大（酬蝕大動脈腿化綴）

肺　　炎

全　上

ふぐ中灘

心灘面1臓

※心重：朧9／身艮（ma

第4袈　　　　・死屡1別による成分奮雛
晦一熱

残余窯素

（mp／　9・）

蛋白性N

（剛の

蛋白性N
　比
　　（％）

L

R

L

R

L／R

CO一中

1，63

CO一中

1．06

CO－・FP

22。40

他心疾
　一”｝’一’T”’－t※

19，36（21．12）

薬　　中

102

　鑑勒硬

1．78士0．45

頭　　陣

：L．25－」二〇。32

その他
22，88士：L。65

肺　　炎

21．12

C　O－9＃’

10tl

　　rrl

P．δ2

　他心疾　　　＿：1一；π

P，96（　）

頭　　障

P。96士0．44

肺　　炎

@2．2昌

その他

Q．32士O，59

　　中

P．51

　冠動硬｝｝鵬

P．52士0，35

　他心疾胸工．59（　） その他

P・63圭0・61．

　1

x　　炎

@ユ．74

肺　　炎 冠動硬 頭　　障　　薬　　中

23，84　　　　24，64士1。74　24．80士1，71

他心疾
　　　　　im幽｝…扁※
24厚96　　　30。88（25．12）

冠動硬 頭　　障 CO一中 その他　　薬　　中

20。80：』1，65　20。80：』1．66　　　21，60　　　21，76±1，94　　　24．64

その他　　肺　　炎 冠動硬 頭　　障

105：ヒ13．8 ⊥17 120土13昌3　　　122」：X6，4

他心疾

175（119）※

※正群他心疾の（）はNo．12を除外した平均働以下同じ

（CO中）では（左）1・63・（右）1・06で瀦共畷低　　次いで蛋白性N含蚤（剛9）についてみるζ・（左）

値を示し，次いで1群（冠動硬）が（左）ユ，78土0．45　　22・40～30・88，（右）1臼・36～24・64と各死亡群で大き

で，瓢群（その他）の含有値（左）2．32士O、59との間　　　な差がみられ，蛋自等の心筋組成が各死亡群によつて

に明らかな有意蓬（危険率5％）が認められた。然し　　異ることが予想される。この場合，左・右含有値にっ

正群（他心疾）では1．96を示して1【群（頭障）1．　96±　 いてみると．特にL∬群でその差が著明であり，従

0，44と同一一であり，また右心壁では1，工［群共に他の　　　つて左／右螢自性N比（％）は1群ユ20±13．3，正群

死亡群との聞に差が認められなかつた。　　　　　　・』175（119）を示し，その他では皿群のユ22士16・4を除



　50－一（190）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信　少1・1　医　誌　　第14巻

いて，何れも120以下であつた。衷中皿群の（）内　　　各＄例について，これ等の関係を第5表ノ（1）N

数値は，1例が急性心機能不全死亡例であり，非心肥　　　第5衷ノ（4）でみると，残余N含蚤（解／9　は心疾

大者のため，これを除いた鵠質的疾患3例の成績値で　　　患死亡群（t・Dで（左）最低0’36，最高2．57．ま

ある。尚W群は117％と，これ等に次いで高い値を示　　　た（右）最底0，85，最高247であり，各群中左右共に

していた。（第4表）　　　　　　　　　　　　　　　最底値を示したV群では（左）1・37－・1，　82，（右）

第5表ノ（1）　　　　　第1群

No，

8

11

15

16

17

22

23

37

38

41

年

令

73

73

76

50

63

21

62

65

60

65

性

別

♂

♀

♀

6

8

♂

♂

♂

6

6

死経

　過
　時

盾間

8．5

15

23

17

16．5

23

12

23

ユ5

22

死　　　　　　　　　　因

冠状動脈硬化症

全　　上

全　　上

全　　上　　　（狭窄）

全　　上　　　（狭窄）

全　　上

全　　上

全　　上

全　　上

全　　上

心

9

皿

坐

48∩

430

470

297

坦

旦

坐

璽

心室壁

伽

窒　　素　　盤

L
R

L
R

L
R

L
R

L
R

L
R

L
R

L
R

L
R

L
R

残　壁

70P／　ff

2，0

0．9

L8
0，4

L5
0．6

1，5

0．7

1，4

0，4

1，6

0，6

2．0

0。4

2．2

0、5

1．5

0．5

1．82

1，45

2．23

2，14

0，36

1．29

1，67

ユ，〔’9

2，31

0．85

1，47

2，47

1，28

1．70

1，84

1，47

2．57

1．68

ligl　l：認

螢白性N

mp／9

23．36

22，24

25，12

18，21

2i，28

18．44

28．93

ユ8．73

25，79

22．90

22，　01

23、19

22，85

22．34

28．03

23．37

24，50

18．12

25．0工

20，58

蚤肉N比

L／R　％

105

ll．　4　．1．

116

，15「o

113

95

102

120

135

121

第　K　群

12 42 δ 11 急性心機能不全 300
1．5

O．5

1．79

P．58

48．97

P4．33
344

6 2δ

S…9一．一

R4

ユ9．5 急性心不全　（心肥大） 500一
2．7

P．0

L82
P，b7

27．18

Q2．20

123

｝31

20 左心室拡張性肥大 500一
1．4

O．5

2．15

P．22

22．32

P9．48
115

｝45 ｝55

　7
ﾆ

心肥大　（合併性，大動脈硬化） 600一
2．8

O．7

．　2，06

@1，90

26．34

Q239i
118

〔註コ　①　N。．は測定順序を示す

　　　②心重猛中の下線は心肥大を示す
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0，68～1．82であつた。また各群中最商を示した珊正群は　　　照洋4例，W群1例，　V。vrto，瓢群1例であり，

（左）1．15～3，16，またIV群（右）1．38～1・96であり，　　この内心肥大者11例（約7u％）を占めていtcことは興

その含有値と個々の死因，また死後経過時間との間　　　味深い。即ち心肥大者と非心肥大者とのL／RN（％）

に特に明かな関係を見出し得なかつた。肥大心と非肥　　　は，前潜122土9・50・Zk　X－　1　07±4・　93・と心肥大者で

大心との含有鰹では，前指（左）1，86士0・31，（右）　　　左・右蛋白組成に大ぎな不均衡を示している。従つて

1．55thO・22，後蕗では（左）1・95士016，0ajl）’）1・46士　　　L／R　N（％）が90～110％のiE常範四にあるものは，

0，18と肥大心は非肥大心に較べて，左心壁で低く，右　　　心肥大岩23例中5例（約20％），非心肥大f92　・1例中10

心壁で逆に高い戒績を示したが，左右共に両者の間に　　　例（約50％，であり，これを爆劇坐N禽雛（7㎎／9）で

有意の差を認められなかつた。　　　　　　　　　　　　みるとLIR　N　120％以上の場合は（左）26．33」』1．54，

　各群中1。1【群の心疾患死亡群では蛋白性N含量　　（霜）19・71士1・79に対し・90rv1］．O％では，（左）23・11

で，左・右心i難含有1直に箸るしい不均衡がみられた　　　±O・97・（右）22・71±1・08と・前岩は後者に較べて左

が，1群の平均左／お蜘細生N比（L／RN％），：20　　心壁の蜘圭1性N奮鑓が高く，右心壁では逆に低い値を

以上を示した死亡例は，1・1［群14例中7例（50％），　　示している。然し特に興味深いことは、Il［群No．12の

第5衷ノ（2）　　　　　　　　　　　錦　 皿［　君羊

No，

1

2

3

7

9

19

29

30

33

43

46

48

年 性 死経
　過
　時 死　　　　　　　　　因

17

14

35

52

25

25

28

36

58

♀

♀

6

♀

6

♂

t＿＿－1

♂

♂

12

15

13、5

5．5

22。5

9．5

8

1、3

…・一一
煤E一一…

ii
l　　l

♀D2
＿胴＿t」＿四冒　＿m　脚1・“一一1藺一

蜘網膜下出エ肛

全　　上

硬月函！正莫一F幽血L　　（タト儂｝起k）

蜘網膜下照」血　（特発性）

心

重

量
9・

2tto

21t2

275

3t，0

65

…了｝’一一……｝1…　一一一幽｝…一一¶『…r1－’一一……罰『1”一． u

小鵬纐下漁・　　　　1　27s
－｝…nゴ………．’＋”t．’．tt一圏一…　幣……………t一附… P－一一暫

　脳挫島」血　　　　　　　　　　　　　　　　i300

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i｝

心室難　　　蟻　　　索　　　撒・

L
R

L
R

L
R

L
R

残　蟹

cm　四〃

1．8

0，3

1，，5

0。2

1．6

0。4

．1．5

0，5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　1．2硬膜下血魎にょる脳圧迫　　　　　　　　250
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R　　O．4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　ユ，4
　全　　上　　　　　　　　　　　　　　30〔｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R　　O．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　2，5硬脳懐下出血による脳圧追及び実質挫減　　275
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R　　O．8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　1．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R　　O。3

32

♀i24i小脳蹴　　　　　　……
』．．＿＿

m、＿＿＿．

55

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

I　　　　　　　　　　　　　　　　l
61

　1

ド1∴硬1悩襖下出血　　　　i34。611謾]挫滅　　　　　　　i

Ll18
R　　o．4

1。69

↓，16

2，59

．1，1，1

1．96

L52

コ．，83

1，CJ3

1，30

2．00

1，21

2，44

1．52

1．S9

．1，40

＿＿．L＿：1＿．＿＿

Ll1、幽4i　o，o｛｝

RlO．5】0、18
【　1日可　tt　k　＿國＿＿　　　F一　噛勘可7＿可　　甲目

2．24

1，77

蛋白性N

7昭／9

23．ユ9

19．68

2工．Oi

19，80

25、38

21．24

2弓．05

24．05

25．70

22、72

25．12

22．31，

28．32

23，25

2G，11

22，52

2，s．30

ユ4．95

顧正㎜｝…一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長け3鴇別

蛋白N比

L／R　％

1工8

．1，06

120

100

113

113

i　122

89

170

　29．』9
　　　　1　　176
　1．6．97

　　’ギ　のww　　－－TttTtt．m　　り

　25・24　1　　　112

　22．511

・一一．・一・・一…
P－　　　一一

2↓・42　119

2，671
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急性心機能不全例が非心肥大であるにも拘らず，螢白　　様，各群中，第1。H群の器質的心疾患死1烈羊で鰻も

性N含量が（左）49．87，‘右）14．33と示し，左心壁　　　低く，Hl’rの左心壁に於けるCreatin舎愚：ボη膨％）

で正常例の約2倍を，右心壁で逆に約2／3と，極端な　　　ユ60±19．7，N1御に対する含爆：「μa／N・　mp，66：i：1：1・31

差がみられ，従つてL／RN3440／oを示したことは注　　　では，第1旺群191士188，77．93麟・58／N㎎，及び第

目しなければならない。また逆にL／RN81％と最　　　W群193土40．O，83．69士13・44／Nmpに対し，tりiかに有意

低を示したW群No．22は心II巴大者であつた。尚死後経　　　の差（危険率5％tを認め、　Creatin：翼傭も岡様な麓〔

過時聞との間には残余Nと同様明かな関係はみられな　　　向を示している。然し右心壁に於いてはCreatinの

かつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み，第撫洋との蓬を認めたに過ぎなかつた。

　　（2）Creatin及び真Creatin含盤　　　　　　　　第IUI・－lkの器質的疾患例（No．工2は除外♪では；繁I

　Creatin及び真Creatin含鍛は従来の報告と同　　群の冠硬化詳に鮫べて更に低く，1群平均含有爆：に対

第5表ノ（3）　　　　　　　　　　　 第　 IV　耳洋

No．

d3

14

25

42

年

令

42

78

50

78

別

8

死経

　過
　聴

后間

10，5

♀　　12

♂

6

7

24

死　　　　　　　　　因

大葉性肺炎

気管支肺炎

肺　　炎

脳外傷后の気管支肺炎

心

’璽

9

璽

型

430

300

心室鰭 窯　　繁　　懲

残　蜜 螢白性N
蛋峰此N　　・r．艦層

襯 7㎎〃 卿9 L／R　％

L　　：，2

R　　O。4

L　　2。O

R　　O，4

1，98　　　24．魂8

工．74　　　19．52

125

2，92　　　27．藍｛8

1。96　　2L12

：L31

L　　　2，〔〕　　　2．24　　　20。16

　　　　　　　　　　　　　　ユ14
R　　O，7　　 ユ．38　　17，76

L　　　ユ，9　　　　1．97　　　23，04

　　　　　　　　　　　　　　99
R，　　0．4　　　1．87　　23．20

第V　群

10

34

35

36

58

38

1↓

11

6

♀

♂

♀「

27

15

15

19

CO一中灘

全上

全　上，

全　上

300

260

230

160

L
R

L
R

L
R

L
R

1．4

0．4

1．o

O．3

1，3

0．3

ユ．1

0．4

ユ．76

1，40

1．82

0。68

1．37

工．07

1．58

1．07

23．04

22，24

21．76

18．56

21，76

23。04

22．88

22．72

104

117

94

10Z

第　w　群

4

24

・31

47

78

41

41

万
　～

30

3

6

♂

♂

ユ9，5

6

33

7

ふぐ中毒

硝酸ガス中毒

慢性アルコール中毒

催眠剤中襟

鯉

290

遡

L
R

L
R

L
R

L
R

2．0

0，3

1，2

0．6

1．4

0．6

1．96

1．42

1．85

1．45

ユ。89

1．54

1，57

1．62

25．76

22，62

24．80

28，32

21，工2

20，00

27．84

27。52

114

88

106

101
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衰5表ノ（4）　　　　　　　　　　　第　V皿　群

No．

5

18

20

26

27

28

32

40

年

令

性

別

58

49

ユ5

66

40

53

76

33

δ

6

6

6

♂

9

6

δ

死経

　過
　時
盾間

24

16．5

8，5

2］．．5

21，5

ユ3、5

28

17，5

死　　　　　　　　　因

火動脈破裂による失ltlL　（外傷挫）

糖尿病性昏睡

腹腔内出血肝破裂

心灘並L腫

感慨死

肝破裂

左腎1を中心とする厚胴広汎性1喬腹膜下
｝・1二il血

吐血吸引による窒息

心

重

9

心室壁

璽

310

28P

璽

315

L
R

L
R

L
R

L
R

L
R

　　　L3B〔l

ww @　R

鯉L　　　R

　　　L230

　　　L

cm

1。5

0．4

］，，6

0，6

1．。3

0，5

．1．r）

06

2．O

O，7

1．5

0．5

1．2

0，3

LO
O，5

窒　　素　　量　・

残　蟹

剛9
2，72

1．73

1，82

1．　04

1，89

1。07

3、o工

1，e）　：う

2．83

1．46

3．X6

1，15

2．97

コ，、97

：L，47

蛋白性N

71ag，　／　9’

24、48

22．83

22，83

24．64

26．08

21，92

22．4⑪

17．9．　2

24．48

22．24

23，04

Z8，24

22．40

21．92

2e．64

蛋白N比

L／R％

107

93

119

125

110

81

1e6

第　剛　群

44

27

38

7

6

♀

40 絞頸による窒息 305 L
R

L
R

1，0

0．2

．1’95

1，99

22．40

25．76

26，08

22，08

87

1ユ8

し，Creatinはその（左）91％，（お）87％，　Cre一　　極めて高く，1・9’群以外の含有値と何ら藻が認めら

atin真纏は（左）79％，（右）71％，　Nユ御に対する含　　　れなかつた。然しNo，12はN1解に対する含有値に

有愚も略々同p－一・で，真Creatin盈は特に低かつた。　　　於いて（左）41・19と，これ以外の例に比較し最低を示

その他の死亡群では，Ie　］［群に拠・で低い第V群　し明かな減少がみらAzている。

（CO一中）を除き，友心壁ではCreatin量（mpo／o）　　　　』各死亡例中心肥大潜と非心肥大者との左心壁含量に

189～197，Creatin真値157N164，　N　1昭に対して　　ついて比較するとCreatinは前藷で176士18・53，後

（ng／Nmp），前者78～84，後者64～70と各群共に近似　　　看で188士13．16，またcreatin真値は央々ユ46士

した値であり，右心壁ではこれ等左心壁と絹異なり　　17．68及び155土13．76であり，その値は何れも心肥火

Creatinで最高を示した第皿群（その他），　Creatin　　＜非心肥大であつkが両者の間に朋かな有意蓬が認

翼値では第U群（薬中）を除いて，昏群の差は僅少で　　　められず，またN1解に対しても同様な成綬であつ

あった。（第6表）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。

　各事例の値を第7蓑ノ（1）～第7表ノ（4）に示し　　　　各群中W群No．4のふぐ中襟例は最高でありCre一

た。これについてみるとCreatin及びCreatin真値　　　atin真値261　e［it　1・1群の約2倍近い成績を示して

が各群中最低であつた心疾患死亡群中No22及びN。．　　おり，また第皿群No．44の腐敗例ではその減少が著る

12の非心肥大者2例は左・右共にその値約200π紹6と　　　しく，正常の約V1⑪以下貴であつk。
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　第6表　　　　死因別による成分含量
調 t　12 ｝3 4 5 i 6

ク　L
レ

ア

　　　　冠動硬　　　他心疾　　　CO一中
1UP％　　獄＝ @　　漏三漏一一
　　　工60土19．7　　　164　（145）　　　　　　175

1ア
肺　炎　頭　障　その他　薬　中
　189　　　　　　19τ士］．8，8　　　193ゴ：40、O　　　　　　l97

μ〃N」造墜、　」遡煙．　頭　障　CO一中
　ln9　55．25（58．44）　66士11．31　　77。93士8　58　　　　78，38

薬　　申　　肺　　炎　　その他

79．13　　　　　　80．44　　　83　69士／3　44

チ

ソ
㎎％

冠動廼一1目㎜h｝ 他心疾｝「［一「舳」」馳幅－

月市　炎 CO一中 頭　　陣 薬　　中 その他
1 116士21．6 120（101） 124 126 130士22，3 142 ］．53士427

R法

μ〃N
冠動硬一　」一へ｝一…「

CO一中 薬　　中 肺　　炎 頭　　障 他心疾 その他
π脇

56，25：ヒ10，0 57．81 58．38 62．19 62，31士8、57 66．94（47，ユ3） 70．63α8．盤5）

ク　L
レ

ア

チ

ン
　　　　昭％
1［

法　R

　　　　他心疾
ang％　　『…－
　　　130（］．08）

冠動硬　　　CO一中　　頭　　陣　　肺　　炎　　その他　　薬　　中

137士21．1・　　　　　138　　　　　157±14，1　　　　　1「oS　　　　　161士41，4　　　　　1．6tl

酬N遡遮一　一型璽，　CO一中　頭　障　薬　中　肺　炎　その他
　11V42．38（42，9）56．25士1。．696・，・9　64．31士7．42　65、5　66．6369．69士14．75

他心疾

93（72）

肺　炎　 冠動硬　 頭　障　 CO－rド　その他　薬　pl：1

　97　　　　　　102士21．2　　　106：』17．1　　　　　　107　　　　　　107±35，3　　　　　　．120

μ撃／N 肺　　炎

48．06

CO一中　　その他　　．冠醐戴　　頭　障　　塾心癒．　薬　中

48、88　　　48．88士13，4↓49．41±9．63　50．75ヨヒ6．2553，13（33、20）　　　56、06

、　　　　　　第7表ノ（1）　　　　　　第1群幹

No．

8

11

15

16

17

22

23

3ア

38

41

ク　　　レ　　ア　　チ　　　ン

瑠％

1　法

L

174

179

151

151

143

221，

167

122

135

164

1・

工65

117

113

JO6

7δ

155

z41

72

106

106

王［　法

L

13．t

コ．76

】．22

136

132

1：［1

158

ユ16

103

104

i・

揺

欝

、li

lll幽

訓

N1㎎に対する含量　μρ

1　法

L

74．50

71．25

70．94

52．13

55。50

ユOO．G6

73、00

43、56

55．ユ3

R

74．IY

65．8ti

61．44

56、63

34．06

66．8⊥

62，94

3381
5863

65．6g　i　51．3S

　　l

］【法

列・

第il群

12 2］8 176 玉97 157 145．5

6 129 102 L｛，2 70 48．5

39 ］56 67 93 33 69．6

45 ユ51 143 128 113 57．1

h2644
　47．25

　34．3止

　5LJ．　80

56．06

70．06

57．31

4b，94

51．25

86．50

69。（♪6

4L44
42．06

4L63

61．63

61．94

45。13

5L日．

31．06

63．38

61．19

30．81

54ほ9

32、94

　　ミ41．19　　112．81

38．38　　　32．44

41，50　　　ユ6．8S

485015°・44
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　　　　　　　第7表ノ（2）　　　　　　第］旺才洋

No．

　　　1

　　　2
　　　3
　　　7
　　　9
　　　19

　　　29

　　　30

　　　33

’　　43

　　　46

　　　48

ク　　レ　　ア　　チ　　ソ

7nge／o

1　法

・い
160

166

193

223

204

218

235

209

205

177

141

160

136

111

124

203

157

136

167

135

114

84

75

113

fl法

LI・
144

126

139

193

171

179

177

174

165

142

125

151

1（19

s3

84

157

ユ29

122

14】，

1Q4

80

84

72

103

NlnvJに対する含量　X‘ffノ』㎎

1　法

司・
689↓

79．19

75．88

95．44

8、L19

83．81

83，〔鴎

103、69

8t．06

59．19

55．75

65．38

69．13

55．94

58．25

86．88

70．56

61，1．3

72．00

59、81

76．56

49．50

33．25

54．69

1［法

引R
62．06

60，ユ3

54．63

82．63

し8，06

71、25

62．50

86．31

65．24

47．44

46．94

61，69

55．38

41．81

39．50

67．】9

r）＆　（，0

54．88

60．75

46ユ3

53。75

49．50

3Z．94

49．88

第7表ノ（3）　　　　簾IV群

No．

13

14

25

42

ク　　　レ　　ア　　　チ　　　ン

「法一三
LlR
197

183

193

18t

135

83

15t

127

L　　　R1

197

：L67

145

i24

　　［
136

761
sr，　i

gol
　　｛

N1㎎に対する奮錨：μヂ

1　法

L

80．50

66。13

95．75

79．44

R

69．69

39．31

85，00

0「．1，69

∬　法

L　　　R
1

第V群

8Q．50

60．31

71．94

53．81

69．69

36，01｝，

47．88

38、75

10
1931　　　1

157 コ55 136 183・7δ 76．56 67．25 16Ll3

34 159 8（⊃ 124 76 ・73．06 47．94 57．00 40．94

35 182 工48 144 124 83．63 6L£5 66．19 53．81

36 167 110 124 90 173・oo 48．44 54．19 39．63

、　、　　　　　　　　　　　，第1W群

4

24

31

47

3り5

．1．97

137

】50

　　174

1　ユOL｝

2｛］1

149

io3

144

エ36睡；S　36177・・3

　　ヒ　　　　　ミ

＿・奄U4．88i＿
103　1　53．88　　　39．t）3

目9．44t－．

Ill・

1｛〕1、3Ll6（1．31

　　　i
60．061　－
48，75i＿
　　　i
51。75　1　37．44

　　　1

　　（3）無機燐酸及び△7P含鑑　　　　　　　　　　　群613：』43・7｝こ対し明かな有意蓬（危険癩5％）を認

　無機P含搬は1i三右共に，各群F岳聰1・H群，特に五群で　　め，　N　lmgに．対しての含有健（t．t9／N脚）22，25士3．0

著るしく減少して艘低億を余し，窪た1群の左心壁　　　も圃様厩群2δ円4士2．88，慨群29．13土425との間に羊f

含有値（Xt9／　，9）544士45・9は摂群69⊥ti：42．9，及びW　　　意の差（危険率1％）を認めた。宿心壁では1⇔正群
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第7表ノ（4）　　　　　’第Vl【群

No．

　　　　　　　　　　5

　　　　　　　　　　18

　　　　　　　　　　20

　　　　　　　　　　26

　　　　　　　　　　27

、　　　　　　　　　　28

　　　　　　　　　　32

　　　　　　　　　　40

ク　　　レ　　　ア　　　チ　　　ソ

n厩／　9・

1　法

L　　　　R

287

1．79

235

205

167

177

146

148

213

124

188

131

155

107

1［　法

司・
226

156

221

ユ86

128

ユ71

115

87

155

122

ユ29

80

89

67

N1脚に対する食量

1　法

L　　　　R

1⊥7。25

78，25

90，13

91．50

68．19

76．81

80，06

67。50

93．ユ3

50、31

85，75

73，13

69．69

51、8L

五　法

・1・

第s・ll［群

92．31

68．19

84．75

83，06

52，31

74．25

63．06

39，69

67，75

49．50

58，88

44，63

40．00

32，44

44　　　　　　39　　　　　17　　　　　16　　　　　15　　　17．44　　　　6x　63　　　7，］3　　　43．31

21　1tig　ww　136　－、72・5Q　－52・・3　一

共に鮪銀・臆いが・鯛洋との齢少く・鵬かな　の闘醐では㈲70孟，㈲432ど一舟受耽例と何

関係は見肌燃かつた・い鮒の心疾患死亡群に　駿らない威績を示していた。

次いで騨礫中）が（左）586・（右）44・と低く・　1・皿群の’b鋤死亡群に於ける4職Pの減蛾度

その他略死亡群では（左）64°～69°・N・1mp・1’・＊・tし　は，それ以外の暑纈的，嫉患儲・もみられ，，心　駄

　ては28～30と．何れも近似し．た成績を示している。　　　　者と非心肥大渚にっいてその含鍛を比較すると，箭嵩

　　△7P鰻（μ9／9）｝撫機Pが最｛鑑を示した皿群では　（左）572±44．　58，㈲4・・±46．・1，儲（左）68gdr

遡こ左’瞳で174（2°2）と鵬であり・勲轍嚥　48・3，㈲48・±4・．2・と心nex－xでは麟蜘。低く，

　高であつたIV群（肺炎）では68と最低であり，無機P　　　両者の間に有意差（危険率1％）を認めた。即ち1・

鰻樋の鮪がみられた・またN・昭・対しても　nz，w一以外32例中，1群左心壁鴨含鰻54蜘〃以下

同蜘群6・5（8・5）・］y群3・・3胴じ結果が認められ　を示したのは5例（・6％）内，心肥儲4例，甑N

た。然しi群は無機Pと同様A7Pも68士42・9と低く，　　ユ御に対する左心壁平均含羅22μ9／N㎎以下は3例（9

　まk右心壁では1・∬群共に低く，これ等について特　　　％），内2例が心肥大者であつた。

　に明らかな関係はみられなかつた。（第8表）　　　　　　この無機P含盤が低値である5例（No．42肺炎，

　篠働こついての成績は第9表ノ（1）一第9表ノ　N・，34。0中，N・．3ユ慢性アル・一ル申毒，　N。．28

　（4）に示してある。先の実験で明かな如く，無機P　　　肝破裂，No．32広汎性後腹膜大出1fi1）及びN1彫に

含盤は冷室Nは室温で保存した場合・日時の経過と共　　　於ける3例（No．42，　No．43，肺炎　No、47催眠剤中

に増加することを認あたが・24時間内の剖検欄の・b　毒）は同樹・何れもC・e・tin及びCre。ti峨値輸。

筋無機P含量は死後経過時間との間に密接な関係がみ　　　後者が低くかつたことは甚だ興味深い。

　られず，その含有搬（Pt炉／9）が最高であった（左）　　　　各例に於いてみられる如く，一般に無機p含最は

゜ユ060・（右）588の値を示した粗群No・20の死後経過時　　　左〉右であるが，1群No．8，及17では逆に左く右で，

間8．5時間（4月）に対し，No．26は死後経過時間　　　この様な例は他にはなく，またNo．12，16，22，では

21．5時間（7月）で（左）632，（右）424，No．32｝よ死　　　（左）約700と他の死亡例との差は認められなかった

後経過時間28時間（1ユ月）で（左）500・（右）380・ま　　　が・N1脚に対する含有盤ではNo、22を除き心疾患死

た最低であった1群No．37（左）448，（右）288は死後　　　亡群と近似しており，この無機P低下はCreatinと

23時間（11月）各であり，例とも経過時間とは逆に前者　　共に主として何らかの心疾患を有するものにみられた

　No．20に較べてその含有鐙は少なく，また慣群N。．44　　ことは注目に値する。
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　第8表　　　　 死因別による成分含量
試口

無L

機

剛9

Pt9／N

　mg

他心疾隅驚コ＝灘

T21（475）

冠動硬一｝「㎜一

T44士45．9

薬　　中

@586

CO一中

@639

その他

U73士43．7

頭　　障

U91士429

ﾅ閉

肺　　炎

@692

　他心疾　＝罵．、盟

獅V．6918．94）

　冠動硬跡一備

Q223士3．00

薬　　中

Q3．69

頭　　障

Q844士28R

CO一中

Q8．56

その他

Q9．13士4，25

肺　　炎

@29．5

　　　弛心蓬L　　冠動硬
㎎／チ

362　（326．7）　　423±81．4

P　R－　　　　　一一一一一一一一一

　　　　　　薬　中　　　μ炉／N

　　　　η塀　 18．06

藁　中　頭　障　その他　肺　炎　 CO輌中

，　441　　　　　457：ヒ756　　　464ニヒ75．3　　　　　476　　　　　　　　480

　他心疾　　鷹動硬　　その他　 CO一中　 頭　障　 肺　炎

19．94（15．38）　20。5，1二3．82　21、38士3．31　　　22．13　　　22．31ニ」：2．56　　　23．44

7’塀〃

簸動硬瓢聯聯鷲

Uδ士42，9

肺　　炎

@68

薬　　中

@81

CO一中

@88

頭　　障

@95
　その他

FL16士73，1

|…　層…　
@CO一中

@　3。94

他心疾晶晶一

P74（202）

△7P

L

μ〃N

@”塀

　窺動硬噛π．：：＝鼠謀こ猫蒜＝

Q．25士1．81

肺　　炎

@3、13

薬　　中

@3。38

その他
R．88士4。38

頭　　障

R94士1．5

　「
T’蟻蟻

U．5（8．O）

R

㎎／9
肺　　炎

@40

冠動硬嵩瞬郡陽二．隅綱

@48

他心疾論㌃嵩隅構嘉

T7（51）

薬　　中

@64
@　　剃

CO－1・1コ

@74

頭　　障

@89
その他

X2士64，6

μ炉／N

@㎎

　匹

x　　炎

@1．75

冠動硬牌一．圏　

@2．06

薬　　中

@281

　他心疾　騨、｛「隅 CO一中

R．63

頭　　障

S，5士2。31

その他

U，ユ3士2．94

第9袈ノ（1）　　　　第1群

No．

8

11

15

16

17

．22

23

37

38

41

燐　　　酸　　　餓
μ9／Y

無　機 P △7P

L 1・ ・1 R

540 608 40 40

528 380 78
一

512 440
一 一

7ユ2 456
一 ｝

528 580
一 ｝

700 456 75
一

516 384 5
｝

448 288 155 ユ50

460 400 75
一

500 440 50
一

N1㎎に対する最雌

．第証群

無　機　P

・t
lllll

l纒

12：器

ll：器

器

R

27．31

21．81

23．94

24、38

25，38

19．63

17．13

】2，31

22．13

11．63

△7P

Ll
l：ll

、］，

9i｝1

；：銘

R

1，81

6。44

12 660 468 90 ［13．81 33．63 1．94 5．00

6 492 440 ユ90 105 118．50 20．38 7．13 4．88

39 452 260 170 5Q 20．19 13．31 7．56 2．56

35 480 280． 245 0 18．19 12．50 8．25 0

5。00　　　　1
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　△7P含量（”9／9）は1群で（左）5N155，（右）0～　　　に各個体差は著るしく，また1皿群No，44の腐敗例では

150，π群で（左）93N245・　，（右）O・vlO5，その他の死　　　は△7P消失し，死後変化が著明のため剖検樗料では，

亡例では（左）10～2UO，（循）O～180と，その含有値　　　各死亡例の間に於ける関係を見出すことは困難であつ

第9表ノ（2）　　　　第HI群

No．

1

2

3

7

9

19

29

30

33

43

46

48

燐　　　　酸　　　　量

psg／　St

無　機　P

・1・
624

600

780

648

720

780

640

800

680

660

720

642

340

288

588

632

552

432

552

544

284

400

488

384

7P△

L

ユ60

140

10

20

100

90

105

155

105

75

R

ユ10

180

1J「0

60

180

　0

70

］35

50

40

80　［　0

Nlmgに対する鰍

無　機　P

L

26，88

30，31

30．69

27．75

28，69

31．06

22，63

39．69

26，88

22，06

28，50

26，25

R

17。25

14．56

27．63

27．06

24．81

工9．44

23．8⊥

24．13

19。06

23。56
2．1．63’

24．88

△7P

L

6，88

6。69

0凄8

0，88

4．00

3．19

5，ユ9

6，13

3．50

2。94

3．25

R

5．56

9．06

7．06

2．56

8．06

　0
3．　．1．3

9．Q6

2．94

2，00

　0

第9衷ノ（3）　　　　　　勢窪IS「君羊

No。

13

14

25

42

燐　　　　酸　，　　量

無　機　P

・1・
768

728

804

468

424

656

416

408

A7P

L／・

55

80

0

80

N1，㎎に対する塗μ9

無　機　P
　　L

L　lR
ll：器

　39881
　20．31

21。75

31。06

23、44

17．56

△7P

L

2．75

3，44

R

第V群

　0
3．44

10

34

35

36

700

504

652

700

640

3ti8

480

432

gu

95

100

65

　　80｝ti　30・38

　　　　　135　［　23，19

　　80　　29，84

　　0　　30，63
　　　1、

第II群

28．75

19．　81

20．81

19．00

3。94

4．38

4．63

2．81

3．6S

7．25

3．50

　0

4

24

31

47

6。41495　・30｝60
648　　　　　360　　　　　　40　　　　　　70

492　　　　　340　　　　　11Q　　　　　llO

600　　　　　568　　　　　　45　　　　　25

12‘1・　44

　26．13

　23，31．

　2t．　8s）

22．00

12．69

17．00

20，63

5、06

工63

5，IP

L㈱

2．19

2，50

5．50

0．94’



第2号　　（1965）　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　59－（199）

第9表ノ（4）　　　　第冊群

燐　　　　酸　　　　量

卿9 N1，昭に対する鑑　〃
No，

無　機　　P △7P 無　機　P △7P

L 1・ L 1・ ・1 R 工 1・
i

5

18

20

26

27

28

32

40

672

712

ユOGo

632

680

5　t4

500

582

460

560

588

424

384

380

452

35

190

12t）

105

45

200

5Q

120

140

、漏

…i

第瓢琳

27．44

31，ユ3

40．63

28，19

27．75

23．63

27，44

26，56

20．Ile．

22．75

26．81

23．69

17，25

16．94

21，88

1，44　　　2，19

8，50　　　　6．69

4．88　　　　6，31

4，56　　　－

2，44　　　8，06

9．i3　　　7。25

44　　　　　　704　1　　　432　　　　　　0　　　　　　0　［　31。4荏　　　ユ6．75　　　　　　0　　　　　　｛｝

21　　　　　820　　　　　456　　　　　　－　　　　　　一一・　　　31，44　　　2G，63　　　　　　－t　　　　　　－w

た。　　　　　　　　　　　　　　L　　馳　　　　　　　示した。これ等の内，心肥大商及び非心肥大特の活性

　　（4）Aldorase及びGOT　　　　　　　　　　値についてみると・左心壁で鳳Aldoraseは前…衡で

　Aldorase活性値（Ext．〃）はど↓1心壁に，於いて，　　　270士U4，後潟で565士196　GOTでは前楷で102900

1群では209士152，N177榊こ対する活性8・13土5・n6　　　士227（）O，後r爵で↓12600士24800と心肥大薪は非心肥大

と各群中最低であり，活跳値最高の1旺群588士214・N　　　溜に較ぺて，両酵禦共に．活憔は低催三を示した。特に

］㎎に対する値2256　L－　8・　3，　1との問に有意の差（危険　　　Aldorase．は，左心壁で両藩の1｝iiに有意蓬（危険率1

率5％）を認め，1［群ではNo．22を除いた器質的疾患　　　％）をみとめた。

例で前鞍岡様（左）210，Nl麟こ対するllll8・56と近似　　　　Aldorase活性ほ1。］1｝洋中No・IC）及び12，特に後

した成績であり，1群に次いではV群のCO中灘群が　　　嚢の機艇的心挨患死亡例では（1己）1600・Nj御に対

低くかつた。また左心壁は右ら・壁に較べ何れも活性値　　　する活性β3．44と將るしく高く，且他の例と異なり

も低くく，1群蘇沁壁の約55％，その他では40～90　左〉右であり・1・1聯以外では硬脳膜下出・lfit（N。・

と大きな差が見られた。右心壁では，左）と㈹様1群　　　19），｝1【li炎（Noj　3），腹腔内1蹟血（No・20）の3例が

が最低であつたが，五群では他の死亡群との聞に差が　　　問様乱〔OO以上であったが，逆に1群平均活憾値（ソ夏：）

なく，V群では逆に皿群に．次いで高い成績を示した。　　　209以下の例は他の死亡群32例中】0例に認められた。

　GOT活性値（μ／のは匪群の器質的心疾患死亡例で　　　尚，　Aldorase活性値の高かつた4例は何れもCre一

は（左）5670U，　N　lmy｝：対する活性値2809と活性値の　　　atin含有鼠：が高く，特にNo．L）O　tSz　Creatin｛左）235，

低下を認めたカU群の冠鞭假悌ではr左）1208・O　Cr・ati・，茎聴221を示しまた無機P倉量も1°GO

士43001，と他の群との閥に差が認められず，最低の値　　　x・t9／　St・と殻冶i禽有雛であつたがAldorase滅少例に於

を示したのは皿群の頭部i；単碍例で（左）83400土2730〔｝，　　いてはこれ等の間の関係は明らかではなかつた。

次いでV群のCO中翻洋で，　V群は右心壁では最11唱で　　　　GOT活性については1・1【群中No・15・23，・27・

あった。一般にGOT活性値は左〉石であるが，　N　1　　（iでは左心壁で著明に低下，その値は右心壁より儀く

7岨こ対する活性値では1群及び1［群で逆の左右の成績　　　かつたが・No・16・17・12で臣よ逆に20C｝OO以・Lと高い

を示し，その他では同様な傾向がH群・W群・珊群に　　例もあり．これ等の関係について一・－faの傾ド1」を示すこ

みられたが，特に1・豆。W群で隙その豊が著明であ　　　とは困難であつた。

った。（第10表）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GOT活性値最低の皿群では（～ll）ユ5000～M250t1，

　各事例については策日表ノ（1）～第11表ノ（4）1こ　　V群では（オil　）｛i5〔｝（）（）～1」200（】，又澱高のIV群では
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　第10表　　　　死因別による成分含墨

試u

＄

廻

8
霜

8
バ
×

o
o

L

R

L

R

Ex’t／9

Ext／N
　　π塀

ExtM

Ext／N
　　2昭

Unit／9

UnitiN
　　解

Unit／9

Unit／N

　　解

112　13
冠動硬

209士152

冠動硬

8．13士5．06

＿冠勲硬．一

282士121

．冠動硬一

18．69士6。13

頭　障

834士273

　他心疾

28　69123．38）

CO中
675

CO一中

3L31

CO一中

330

　他心疾

14、81　（8．56

肺　炎

　468

肺　　．炎

22169

他心疾

960　（567）

　頭　陣

・3↓．06士10　94

頭　　障

800士189

頭　　障

38・．75：玉：8。69

薬　　中

　4〔〕0

CO－，十1

14．75

その他

　650

その他

29．94

CO一中

874

CO・一中

38．94

他心淡

804　（680）

薬　　巾

42．63

4　1516 1

その他

　409

薬　　中

15．44

他心疾1

670　（620）

薬　中

31，13

その他

1143士444

冠動硬

48。44士15．75

肺　　炎

　430

その他

　17．0

　薬　　中

　　788

　他心疾

37．00（29．69）

猫動硬

12・8：』432

その他

49，06－b18　5

薬　中

　1039

　他心疾

45．63（32．69）

冠動硬

1137士230

他心疾

558　（210）

肺　炎

18．31

CO一中

790

CO・・中

37．75

薬　　中

　1277

薬　中

52．19

肺　　炎

　1213

　　　　　　肺　　炎　冠動硬

56・06士13・88i　60・」3

7

頭　障

558土214

頭　障
22．56士8，31

頭　陣

807出266

　颯　1嘩

39，44士13，69

肺　　炎

　1448

肺　炎
58、3工

その他

1291士471

　その他

60，63±26。？5

第11表ノ（1）　　　　　第1群

No，

8

11

15

16

17

22

23

37

38

41

心　　筋　　酵　　索

Aldorase

　　Ext／Y

LlR
ユ20

70

90

800

140

210

ユ50

210

170

130

370

470

410

270

230

460

工20

’420

320

750

　GOT
×ユ00Unit／　9

L

1130

1775

575

2065

2010

1250

350

475

1275

ユ075

R

825

：000

1325

1775

1465

800

1125

825

1275

950

N1解に対する含鍛
Aldorase
　　Ext／9

L

5．13

2．81

4。25

27．63

5。44

9．50

6．56

7．50

6、　94

5．19

R

16．63

26。44

22，31

ユ4，44

10．06

19、81

5．38

18。00

17．69

36．31

　GOT×100　Unit／チ

L

48。38

70．69

31．75

7L31
78．00

56．30

15．31

16．94

52，06

43，　06

R

第皿群

37．13

56。3工

72．00

94．81

64．OO

34。50

50．25

35。31

70．50

46．00

12 1600 820 2140 1175 33．44 58．94 44．75 84．38

6 110 620 150 665 4．13 28．69 5．63 30．81

39 290 77Q 850 900 12．94 39．44 37．94 46．13

45 230 470 700 475 8．69 21．OO 26．50 21．19
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第11表！〔2〕　　　　　　第］【群

No．

1

2

3

7

9

19

29

30

33

43

46

48

心　　筋　　酵　　素

Aldorase

　　EXt／9

L

530

220

820

460

510

1430

190

490

670

730

340

300

R

620

200

1090

150

950

980

1470

600

620

1430

950

620

　　GOT
×：LOO　 Unit／2

L

625

445

1188

1190

1265

875

150

40Q

725

425

］425

1300

R

625

400

887

890

ユ120

1120

200

：1128

825

550

925

925

N］昭に．対する含趨こ

Alclorase

　　Ext／9
IL，

22．88

10。50

32、25

19，69

20，31

56．94

6．69

24，3工

26．50

24，38

ユ3，44

12．25

R

31．50

ユ0，06

51，25

6，44

42。69

44．06

63，31

26、㈱

41．69

84。31

42，13

30，06

　　GOT
×　1｛｝（）　　Unit／9

L

26．94

21，25

46，69

50。94

50．38

34．8L

5，31

19．81

28．69

14、19

60、13

53．06

R

31，75

20，38

41，69

38、13

5Q．38

50．38

8．63

50，00

55．44

32。44

41，00

44，8⊥

第11袈ノ　（3）　　　　　　　　第1Ψ君羊

No，

13

14

25

42

心　　筋　　酵　　索

Aldorase

　　ExtM

・1・
1090

　60

300

270

590

420

260

6GO

　　GOT

×100　Unit／9

L

1775

1265

1725

1025

R

1000

1375

工325

1150

N17呼に対する含盤

Aldorase　　　　　G　Q　T
　　Ext／チ　　×1co　Unit／9

・1・
44．50

2．19

14，88

11．75

30，25

ユ9，88

64，63

25．88

L

72．50

45．69

85．56

44．50

R

第V群

51，25

65．13

74．63

49，56

10 530 850 1120 800 23．00 38．25 48．63 36．00

34 420 1140 775 600 19．31 61．44 35．63 　　　　PR2．31

35 200 470 650 700 9．19 20．38 29．88 30．38

36 170 70Q 950 600 7．44 27．69 41．50 26．44

第w群
4 110 560 1070 68・｝4・25 24．81 41．81 30．13

24 390 800 2313 1725　　ユ5．75 28．25 93．25 60．94

31 200 470 1025 1025　　9，50 23．50 48．50 57．50

47 goo 1370 700　　　； 600　　32，31 47．94 25．13 21．81

102500・v177500の範囲にあり，皿群は1。正群と同様　　　性の低いNo．15，23，37，6等では同じくAldorase

最低及び最高値の差が著るしかつた。Aldorase，と　　も低く，従つてAldorase値209以下例のGOTは，

GOTとの関係にっいては1。亜群中のNo．16，12で　　92700±25200，210以上の場合GOT鳳11710q士21500

GOTと共にAldoraseも同様に高く，またGOT活　　　と，　Aldorase及びGOT活性の儀下は平衡している



62－・（202）　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信　州ll医　言志　　第14巻

　　　　　　　第11表ノ（4）　　、　　第孤群

No．

5

18

20

26

27

28

32

40

．　　　　　　　心　　　筋　　　酵　　　素

Aldorase

　　Ext／e

L

150

550

ユ600

9〔｝

230

130

ユ70

350

R

200

270

1500

160

600

700

1120

　　GOT
。iOO　U。it／9

・1・
760

20工0

1120

gr）0

1725

1125

300

1150

640

i775

ユ120

21　25

1325

1コ．50

900

心筋蛋白に対する含量

Aldorase
　　Ext19

・1・
6。　．13

24．06

61。　38

4．00

9．38

5。63

9。31．

15．94

875
10、94

68。44

8、94

27．00

31．25

54．25

　　GOT
×100　Unit／ff

L

31．06

87．88

42．94

42．44

70．44

48．81

工6．44

52．44

R

28，00

72．　06

51．13

118．56

59．56

51．3i

43，31

第llll群

　　　44

　　　21

第12表

350

800

350

840

320

ユ460

325

1265

15．63

30、69

13．56

38．Q6

14．5

56、0

12．63

57．31

残』 ]N　　㎎〃

螢白性N　　π弊／9

蛋　　f翁　　上ヒ，　　　　　　　％

Creatin　l　　lne％

Creatin　II　　　　刀夢％

無　機　P　　μ卯チ

△7P　　　　μ9ノチ

Ald°「ase・　Ext／房

GOT　×100　Unit／チ

心
室
壁

L
R．

L

R
L
R
L
R

L
R

L

R

L
R

L

R

L
R

心　　肥　　大
Il・9／N・nvf

1，8C5：ヒ0．31

1，55士0，22

24．43：』1，20

20，36二』1．03

122士・・5・i

176：ヒ19。53

12Ud：　16、50

146±17噛68

96：』13。89

72．84士8，0ズ

59．78士7．77

60，27：ヒ7，27

47，30士6。52

572士44．58　　　23．41士2．34

411士46．Ol　　　20．37　ti：2．17

1Q6士3｛】，97　　　　4．29二L　1．17

71士30．73　　　　3，49士1，58

270土工44

488士120

ユ029士227

1063d：170

9．16士3．06

24，〔｝9士7、29

42．外1士9．16

53．84士9，77

非　 心　 肥　 火

iF・y／…

1，95：』0，16

1，40士O．18

23，64ti：1、00

22．56士1．05

・・7士・・931

・88士・3．・6｝76．90士6．・・

ユ37：li　14．82

155士13．76

112士12，66

689士48　30

48Q：ヒ4↓．2i

90士26，59

86士29．77

565士19d

804士169

1126：ヒ248

925士169

！6・・f，8・…9・83

62．97士5，99

52．16士7，94

28．46士2．48

22。22士2，16

3，78d：1．05

4．10士1，47

21。82：ヒ6，45

36。91：丑：8、Ot

45．36士9．3工

42．29土7，71

が．1群No．11，17では逆の関係にあり。両者の間に　　　　　（5）　心肥大噺及び非心肥大者についての比較

明らかな相闘はみられなかつたo　　　　　　　　　　　　I・∬群の心疾患歩ピじ群以外の死悶による各事例中
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にも器質的心疾患患者が存在しているので，この場合　　　】6日後に於いて△7Pの醸少な減少を示したに過ぎな

にも心筋代謝障害を有することも予想される。従つて　　　かつた。尚Aldorascについて，　Thompson等125）は

この関係を心重蹴／身畏2．oo以上即ち心肥大者と，　　　－20°C氷室中では2週間安矩であること・GOTは

200以下の非心肥大者との関係について比較し，先に　　　O～5°Cの氷室中で2週間活性値が低下しないことを

各成分ごとに触れて述べたが，これ等成績値を一括し　　　報告120）している。

て第12表に示した。この表で明らかな如く各成分中心　　　　次いで心筋成分を各蜘例について比較するに遇つて

肥大〉非d】駄のものはケ験N（右），螢1網三N佐、，　は，出来る限り同じ部f立を採取しなければ慧味がな

蛋白比，ATP（左），　GOT（右）に，しか過ぎず，その　　　く，且一定したre，ference　Baseにより行うことが

他では何れも低い成績を示したが，両暫の闘に明らか　　　望ましい。脊木2）鳳，ポツクリ病死及び心肥大を伴う

な有意差．危険率1％）を認めた成分は無機P及び　　　左右両窺の水分含黛は，他の場倉より大であることを

Ald。，。，e（右）にしか過ぎなカ、つた。　　　　禍．創三心［鰍にみられる1醸のC・の減齢，　r，E

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　燥滅量では明らかな差異がないことを述べている。一

　　　　　　考察ならびに結論　　　　　　　　　　　方病的心群の心重iil：増加及びKalium盤の減少は水

　急性し・臓死特に削検時に形態掌的証1明困難な「ボツ　　　分増加による稀釈，即ち浮腫によるものでなく、心筋

クリ病死」については，心筋代謝障害の観点から虫化　　　のll旨肪浸潤或は線維化等がその一因をなすとの考えも

螺：的醐で多数の検討がなされている。これに関し従来　　　なされている。sDユ27）またMangun等128）は右心窺の心

なされた報告の概要については既に触れたが，この死　　　筋Kaliulu・禽・有鰍ヵ績L常心群，柄的，心群共にオ1三心室

因はむしろ死閃τ詳として尚多くの問題が内臓さ’1’tて　　　各部より減少しているのは，水分及び脂肪のナ曽加が原

いることを述べた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　悶であるとしている。従つてこれ等のごとから人麗心

　然し旧野原122）は急｛生心1膨髭死を心機能面から分析，　　　筋部について左・宕心霊乳頭筋及，び心窺中隔の水分含

自律神経失調の関与を想1禦，更に心臓が急にボンプ作　　　有撮な測塞してみると、中隔が75。9％を乃≒した以外で

用を停1ヒする蹴つの場合を雛げている。即ち，　　　　　は，何れも78、6～82．1％の範囲にあり，従来の報借鋤

　　c1）心脚こ於ける刺1醗生の馴：　　　　93）　12El）｝こよる平均禽何1‘176・8－823％と略々…致し

　　（2｝房蜜刺激伝達系の障三喜事　　　　　　　　　　　左右の間にその難を認め得なかつた。然しt，n　hlら同

　　（3）心豊細動（Veエitvicular　fibrillation）ま　　　時1こ行つた心筋抵肉組成を蛋白性N含有蝋：についての

　　　　たは心室粗動tVentricutar　fltitter　，，にょ　　　実験結果からみると，その値は左胤頭筋〉左心室〉中

　　　　るポソプ作用の消失　　　　　　　　　　　　　隔〉右乳頭筋〉右心室となり，その対照比は1．110：

　　（4）　心塞全体の興欝性が抑制される場合　　層　　　1・　00；O・96；O・93：0・90であり，何れも左心筋部は右

　ここで法隆学上，急性心臓死の診断決定，またその　　心筋部に比べて高い成績を示した。また残余N含鑑に

起因に関しての追求は、これ等の急激な心停止という　　ついても左心室〉中隔〉左乳頭筋〉右心室〉君乳頭

現象に基き，その他の急死例との相違を求めること　　　筋，対照比1・00：0・94；O・86：0・74；0・65と前噺の成

が，当然考え得る第．一の手段である。　　　　　　　　　分同様左〉右であつた。従つてこの宏右薗心室間にみ

　人屍剖検材料より，心筋成秀を追求する場合，）E　　られる成分の差は，山田Sl）も述べている如く，両心室

後，測定に至る迄の時闇的変動について当然考慮すべ　　　間の活動性の差即ちエネルギー代謝の差に董くものと

きであり，草刈123）は心筋Creatin濃度の減少は死後　　　考え得る。

24時間以上経過したものではその意義は失はれ，ま　　　　さてこれ等の点を考慮した上，人麗例の左右心室壁

た何川等1・・）もGreati・，　Cyt。・hr・m　C，　S・・ci・i・　働こついて，心疾患，頭部陣審・肺炎，　CO輔…・薬

dehydrogenaseについて同様な事を認めている。　　　　物中襟並びにその他の各死亡群の間に於ける成分値の

　従って，測定に先立ち左心壁筋中の残余N，蛋i白性　　　関係の検討を行つた。

N．無機P，△7P，　Aldorasel　GOT，六成分につい　　　　（1）心重量と死因との関係

て保存による経日的変化の検討を行つた。このri：一一一般　　　　心重量についてみると，既に諸象の報借2）95）に見ら

に残余N，蛋白悔N，GOTでは各条件下の変化は比　　　れる如く．心臓に変化を伴う器質的心疾患死亡群では

較的少いが，無機P，△7P，　Aldoraseに於いては極　　　何れも大ぎく，心重量！身艮2・00以上の心肥大者は冠

めて変化し易く，氷室（0～5°C）中でも，無機Pの増　　状動脈硬化死亡群10例中の9例（900／o）にみられ，他

加．△7P，　Aldoraseの滅少を認め，只deep　treezer　　　の心疾患死亡群4例中3例（約80％）を占めていた。

（一ユ5°C）中保存に於いてのみその変化がみられず，　　　また肺炎死亡群では全例とも2．OG以上の肥大者であつ
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たが，このことは怖炎罹患により，全循環系に要求さ　　　は人麗例と異なり逆に肥大心の方が明らかに高かつた

れる薯るしい魚担ユ29）がJ心肥疫による代謝障害のた　　　ことを報じている。

め，それに耐えることが困難二なり弊れる場合が多い　　　　ここで螢白性N含量即ち心筋蛋白について甚だ興味

ものと予想される。　　　　　　　　　　　　　　　　深いことは，心疾患特に心肥大著で左右の含信値に箸

　この心肥大は主として左心室壁心筋の肥厘によるも　　　るしい差一1均衡がみられたことである。即ちL／R

のであり，その厚さ「crn　），は2．50以上の肥大君は1・92　　N％が冠動硬死亡群では122士133，その他の心疾患

±O・24（僑顧限界95％）であり・2・00以下の非肥大：者　　　死亡群では175（J19を示したのに対し，薬物中毒群

は1・46士0・12と前者に比べて薄くt両春の間に明らか　　　102，その他105土13．8であり，これを心肥大者と非心

な有意蓮　危険率5％）が認められた。尚右心壁の厚　　　肥大潜との間についてみると，前潜（122±9，50），後

さは前者0・56士0・17・後嚢0・45士0・25であつた。　　　　　者GO7士4．90）と，死因とは関係なく一一般に器質的心

　　（2）　残余N及び蛋白性Nと死因の関係　　　　　　　疾患を有する例に火きな差がみられた。この差異につ

　残余Nについてみると，先に恵木1tlo）は諸臓器及び　　　いては蛋白性R食趾（mp／9）がL／R　N　l21．％以上の

血液について測窯・急性心乃蔑死群では心臓血1似外で閉　　場合（左）26，33士1。54，（お）】9，71±1．79に対し，

らかに他の急死群より減少し，同時に物異的に低1直で　　　90～110％例では（左）23・11　，L　O・97，（右）22・71土1・88

あつた麻薬中灘及び、練死群との相似点に．ついて考慮　　　と左心壁で増加を，看心壁で減少したことが関係して

すべきことを述べている。　　　　　　　　　　　　　いる。更にこの傾向は急性心機能不全死亡例で砿，非

　本実験では低酸素症のCO中毒群が左右共に叢仏豪で　　　心肥大にも拘らず（左）48，97，（潅i）14，33，　LIR　N

あり，次いで左心壁では冠動硬死亡群1．78±o．41？rp／Y　　　344％と繋明な億を示したことは，1例とほ欝えこの

が低く，最高を示したその他の夕【≡亡群2．32士o・19η呼〃　　　，点特に淀目すべきであり更に多数例について検討する

との間に有意難を認めた。併し頭部陣鴇死亡零羊1・96士　　　必要があろう。

O・　44では，これより低値であるが両者の間に朋らかな　　　　この様に螢白性N組成の変化は当然心筋張白Myい

差は認められなかつた。また右心壁及び他の心疾患死　　　sin等の収縮作用機能に変化を来して先に述べた如く

亡群では左右共にその他の死亡例との闘に萌らかな関　　　心機能不全を起すことが考えられる。Blain，　Bing

係を見出しなかつたが，これ等のことは残余Nの減少　　等巳6）はウツ，ML性心不金患渚に対する冠静脈洞カテーテ

が心筋代謝障霧による特異的現象と考えるより，死亡　　　ル法により，心筋1009rに対するxネルギー魔生は正

時血液等他の要因による影響にっいても考慮すべき　　常と差がなく，筋収縮のSネルギー利用面が障審され

ものと思はれる。従つて肥大心は罪肥大心に対して左　　　ていることを認め，収縮頚白の変化な予想している。

心壁ではそのAdi　ig値低く，右心壁は逆に高い成織を示　　　またOlson87）は犬の爽験で実験的ウツ血性心不全時

したが，その差は僅少であり，両轡の間に明らかな関　　　の心筋蛋白MyOsin　Fと正常心筋蛋白Myosin　Cと

係は見出せなかつたことからも理解される。尚青木　　　の間に次の様な差異を報告している。

等131）は大動脈弁障碍犬で左心肥大心筋の残余N含量

・・・・…is°・…ID°・…i〔・〕1・eng・・lw・d・・　IM・lecu1・・w・・gh・IA・T・・…Q・（25・）

Myosin　C

Myosin　F

6．2

6，5

2，45

0．82

0．5

3．6

690

2240

28

28

226000

690000

382

424

（Olson　R．　F．：The　Contractile　Proteins　of　Heart　Muscle　Tab∬）

　このMyosinの物理化学酌性状の変化は，アミノ酸　　　く，塩基性アミノ酸Argininが高値を示したことを

構成によるものではなく，Myosin　F中のa：nide態　　　報告している。これ等のことは羅質的心疾患例の蛋白

N含鍛がMyosin　Cより薯るしく増加，これによる　　性N含墨増加の一“paをなしているものと考えられ、一一

心筋蛋白のPolarityが減少することに起困している　　方，先に述べたKalium減少と脂肪浸潤或は線維化

ものと考えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　等の関係の如く，これ等による蛋白性N減少の結果を

　3Myosin　C＋nNH才→Myosin　F＋nH20＋nH÷　　　も招いたものと思はれる。1

　また青山等131）は先に述べた如く大動脈弁障碍犬の　　　従つてこの心筋構成成分の変化は，以上とは別に，

左心肥大心筋中のActomysin含量は正常心と差がな　　心筋代謝成分の変動を論ずる場合考慮しなければなら
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ない間題であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　判る。

　　（3）Creatin及び奥Creatinと死因との　　　　　　（4）無機P及び△7Pと死因との関係

　　　　関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生体内無機P含有最については，大江112）は犬の各

　生体内Creatin及びCreatin　Phosphate（CP）　　組織を用いて測定を行い，その禽有醸は腸平徽筋〉・博

量に関してEnnQr等132）133）は各1巨力物の臓器について　　　格筋〉心筋の順に少く，その心筋内禽膚値は659土166

測竃，その含有1蚤：は骨格筋〉心筋滋脳．♪雛丸〉肝＞　　Pt9／9であることを｝i艮告している。また組織内無機P

腎〉脾の順に少く，その心筋内含有±1！：（llig％）は総　　　に関しては，死後経過と共に増加し，　ATPと共に．死

Crcatin，兎：105～132，猫1107～203・モルモツト　　後強直と整｝接な関係を有することが知られており135＞－

48．7～113であり，この中CPとしての結含Crftatin　　t39），柵．h137）は冬眠擬下肢倉芳で死強直O・430～0、28膠／9

量は兎ONU％，猫4・9－25・5％．モルモツト〔，～31・5　　が3時間で急増，以後漸増し24時間で1・　3gNO，　825

％であると報告している。　　　　　　　　　　　　　7卿9を示したと報俊している。然しながら人廃心筋

　人屍例での心筋含有櫨は講察の報告謝鋤一48）と同　　　円1の無機p爆：について測驚した結果では，（慮）最低

様，心疾患死亡群では他に較べて左右共に著るしく減　　　448，最高IO60，（右♪最低24〔｝J最醐640を承し驚が，

少，各群中最低但を示し，冠動硬死亡群の（左）160土　　　この含何値の大小と死後経過時間との聞に一致した傾

19，7は頭部障謝群191士18・8，その他死亡群の193士　　　llilは認められなかつた。即ち各群中に於｝ナる熾i馨ll値及

40．0と明らかな有意差が謝められ，Nユ解に対しても　　　び最小億例と経過時闇との間にに何らの囲係もみられ

同一傾向がみられた。その他の器質的心疾患群でも同　　　ず，また死後4り時間経過例でも（左，7く）4，（輩i）432，

様に特異的減少が認められる。ただ機能的心疾患例で　　　と他の死亡例との間に飽准認め難か”vた。

は200㎎％以．hと他の死亡群との差がみられなかつた　　　　然し甚だ興味あることは，心挾患死鳶群でほ他の死

が，Nl㎎に対する比較では器質的心疾，患群と同様明　　　亡群に上ヒして薪るしい滅少を示し，左心漿に於ける冠

らかな減少が認められた。　　　　　　　　　　　　　　　動硬化群の54・1　：t　45．　9x・t9／9の値は，頭部陳轡の69t

　先に1｛augenlo9）都はL’10yd試薬を用いる測定に　　　士42．9，その他死亡群の573士43．7との閣に，またN

よつて・従来Jaffe反応によるCreatin中5－20％　　　1彫に対する奮有磁に於いても同様に明らかな有慰の

の非Creatin昂色物質の窟在を認めているのが．こ　　　難を謝めえたことである。この無機P減少は死悶と閥

の実験結果からも其Craatin傭は前蒋のCreatin殿　　　係なく器質的心疾患膏例にも認められる。即ち心肥大

に対し，約60配100％，平均約80％と，同様な成練が　　　渚では（左）572±44．58，（聡）411±46・Ol，非心肥

得られた。この真Creatin含有盤についてみた場合，　　大巻では（左）689士48．3，（宿）480士44．21という値

先のCreatin成績と同様心疾患群で最低，次いで　　　を示し，前者では後春に比べて左右共に低く，且奮心

CO一申襟群がこれに続き，従来見られているCreatin　　壁で両者の間に腐意の差が鋸められた。従つて先の

減少は，主として真Creatinに起因しているものと　　　Creatin　ax少を，左右に謝めえた例は，心疾患死亡群

考えられる。この心筋内Creatin代謝について先に　　　以外に16～22％も存在したのに対し，無機Pでは冠動

述べた如く，草刈33）はこの減少を心機能障碍の因子と　　硬化死亡群の平均以下の例は左心壁で5例（16％），N

考えているが。むしろ心筋代謝異常の漂因というより　　　1㎎に対する場合3例（9％）であり，左右共に減少

死亡期に要求されるエネルギー代謝条件，即ち心筋代　　した例は4例（肺炎，CO一中糠，慢性アルコール中

謝に負担させる環境及び程度によつて変動するもので　　薙，後腹膜下出血），まte　N　1瑚に対する楊合はユ例

はなかろうか。即ち呉は134）象兎骨格筋について，実　　　にしか過ぎず，且これ等はCO一中毒例を除いて何れ

験的に窒息侵襲時の乏酸素乃至無酸素状態に於ける　　　も心肥大渚であつた。またこれ等はCreatin髭が同

Creatinの消長を検討，窒息i前一強縮性一癬攣期一　　様低値を示していたことは注目すべきである。

呼吸霰絶期と時間的経過に従つてCPが漸次減少する　　　　心筋内無機Pについては，先に四方139）は人屍中心

ことを報じている。一方今圃の実験例で低酸素症を起　　　筋内含有量が他の筋肉と異なり，骨格筋に比べて少蚤

すCO一中襟群が，同様心疾患に次いで低く，また心　　であり，且増加の傾向が異ることを報じ，また兎の乳

肥大者と非心肥大者とでは前潜で後看より梢低いが，　　　酸及び無機P昆を測定して腰筋，心筋に相遼がある事

器質的心疾患死亡群と異なり両看の間に明らかな差が　　　を示し，根本的に両齎の化学的構成成分の藍に基づく

みられなかつたこと，また頭部障害等心疾患以外の死　　　ものかの点，又心臓が他の骨格筋と異つて死後の硬直

亡群中で著るしく低値であつた例が，Creatinで16　　が早く始まる理由等の点からみて興味ある現象である

％，Creat加真値で約22％も存在していたことからも　　　と述べている。
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一方催・5・はモルモ・医つし・で嚇，肝臓及び脳の　じてし・るが，人麗例に於ける測蹴1｝果は1働2）8°）と

無機P量を測驚，Papain　heartにした動物はそのこ　　　同様頭部障害群が左右共に著るしい活性低下む示し，

と自体によつて明らかに燐量の減少をみるが，回転運　　　次いで心不全等の心疾患死亡群で低壷直を示したが，冠

動の負荷では殆ど変1ヒなく，Acidosis及びAlkalosis　　動硬化群の活性値は他の死亡群と殆ど鑑がなく，また

負荷で，硝心筋K量の場合に類似する推移を示したこ　　心肥大嵩では非心肥大者に対して明らかな減少は認め

とを報告している。唯ここで注意すべきことは，これ　　　られなかつた。然し冠動硬化死亡群中には薪明な渉茂少

等無機P量量はFiske・Subbarow法で測定されてお　　を示した例もみられ，従つてその活性1直（u／st）は

り，この場合Creatin　Phosphate等high　energy　　　（左）∫1・Pt，g35000，最高2C6500．　Cl・tl　最低80（［Oo，最醐

phosphateの分解を起し，厳密には無機Pとは欝い　　　177こ0⊂）と，火きな差をみせ，またその減少例ではヨ三

難くt従つて無機P代謝の測定には・これ等成分の分　　　置81）と圃様特に左心壁に於いて著るしかつた。

解を伴はない高橋法110）111）を用うべきものと考える。　　　ここで注意すべぎことは心筋梗鵬部Klでt＃GO「「の

従つて本法により人麗例について測定した結果は以上　　　消失と共に1血1溝醇紮の上昇は，隙審の穐度に左おさ

述べた如く，心疾患例と他の［麟穿心との間に朋らかな　　　れ，従つて心筋障審や肝などの筋甥を伴はない限り狭

差を認め，また先の1艮告により，心筋内の燐酸代謝は　　　心疲，不整脈では正僧値を示すことが多く141），Aldo一

骨格筋と異った代謝行程に，より行はれており，このx　　　raseも岡様に梗鵬の広がりと相関を有する100）こと

ネルギー代謝は心障害と極めて密接な圓保な有するで　　　は，組繊活性値を測楚する賜脅訟料採取部位によりそ

あろうことを示峻している。　　　　　　　　　　　　　　の成績値に署るしい変動があり得るものと思はれ，先

　一般に筋肉内に於けるATpの減少と無機Pの増　　　の冠動硬化群に於ける藻はこの様なことにも起悶して

加は互に平行して起ることが知られており「JE）　la7），陶　　　いるのではなかろうかと誘えられる。

様に心筋内無機P減少も此等ATP，　CP等hig・h　　　この揚舎死後経過時聞及び年・｛｝による変鋤は游慮す

energy　phosphateに起囚しているものと考えられ　　　る必要がないBO）e

る。従つてこれ等の関係をAc1d　labile　Phosphate　　　AldoraseとGOTとの関係に・ついてみると，一般

即ち△7Pにっいて検討してみると，無機P漁が最低　　　にその減少は岡一傾向を示し，　Aldorase活性値2〔〕9

である心疾患死亡群の△7P蜘よ，逆に各群中∫養高を　　以下例のGOT値は92700，t，25L）OO，210以上の場合に

示し，また心肥大者についても非心肥大渚より高く，　　　　は117100士2i5UOの値を承していた。　また急tth心機能

このことは，両成分の間に何等かの関係のあることが　　　不全例ではAldorase（左ノ1600，（布）820，　GOT

予想されるが，冠動硬化死亡群ではこれと異つて△7P　　（左）214000，（右）117500と両者とも著明な活性を示

は最低を示し，また個々の測定値についてみた場合に　　　したが，CO一中羅群は器質的心疾患死亡群に次いで

は，その値に署るしい変動がみられ，先の保存条件に　　　Aldorase及びGOTの低値を示したことは・先の残

よる実鹸成績と同様，甚だ不安定の為人屍例でその里　　余N，Creatinの低下と共に当然の事乍ら，低酸素潔

的関係を詳細に論ずることは困難で嗣つた。　　　　　　境が心筋代謝に著るしい影響を与えるものと考えられ

　　（5）　Aldorase及びGOTと死因との闘係　　　　る。

　Aldoraseは燃焼源をGlycogen等に依存する筋肉　　　　　（6）　心筋成分による心臓死の診断

組織に於いてその解糖作用に演ずる役割は極めて重要　　　　以上の案験成績に於いて，器質的心疾患死亡群は他

なものと考えられ，先に述べたProgressive　mus一　　の死亡群に比べて左右蟹自性Nに馨るしい不均衡を認

eular　Gystrophy及び心筋梗寵以外にも悪性腫瘍，　　　め，またCreatin，　Creati11真値，無機P・Aldorase

肺炎等に密接な関係を示し，血清Aldorase値が上昇　　　は何れも著明に低下して各死亡群中鹸低であり，これ

することが報告1ω1鋤されている。　　　　　　　　　　等成分は特に左心壁で大きな変動を示していた。

　人屍人筋中の活性値と死因との関係をみると，冠動　　　　また残余Nも同様な減少を示し更にGOTでは著る

硬化死亡群では，左右共に著るしく減少し，最低を示　　　しい活性低下を示した例もあつたが，この様な傾向は

した左心壁値．（　Ext／　fl）209士152は顕部障霧祥558士　　　一般に心肥大麿，　CO中穏例にもみられ，これ等の場

214と明らかな差を認めえ，また心肥大春では非心肥　　　合に心筋代謝障害が起ることが予想された。

大渚に比較して，左右共た活憾値は低く，器質的心疾　　　　然しながらこれ等心筋代謝成分の変動を急性心臓死

患群ではこの酵素活性の低下が認めらオLた。　　　　　　の診断に応用する際特に注意すべきことは、何川4）も

　心筋内GOTについてみると既に述べた如く，船　　　述べている如く，急性心臓死群とそれ以外の急死群と

尾78）79）は心臓死の場合活性値が顕著に減少する鋸を報　　　の間に何らかの差が得られたとしても，個々の死亡例
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に適用し得るものでなければならないことである。　　　事を示していると言はなければならない。

　即ち先の実験について報告49）した如く，Creatin及　　　　これ等の点から先に心疾患死亡により著るしい減少

びCreatin真値が，心疾患死亡以外の死亡25例中低　　　をみた4成分の，急性心臓死診断上に於ける意義を倹

値を示したものは前者で6例（内左心壁5，右心壁　　　討，その応用について考察してみた。即ち窺動硬化死

4），後者で4例（内左心壁2，右心壁3）にみられ，　　亡群の左心壁平均倉有値を標準とし，特に有意差をみ

今回の実験でも左右共に減少した例がCreatinで16　　た左心壁に於いてそれ以下の成績を示した各死亡群例

％，Creatin真値で22％に認められたことは，これの　　　をみると次の如くであつた。（数値減少例数）

みで急性心臓死の診断に資することは甚だ危険である

成　　　　分　　　標準値
．，．．．．，．．．．．．．．一一．im．≦盈墜！＿1

Creatill　　　　　　　　　　　　　　　　　 160　7解％　

Cre乏しtin　（夢碁）　　　　　14071y　9？b

褒轡　4幾　P　　　　　　　　　　550μ炉／9

Aldorase　　　　　2⊥1〕E／g

心疾患群

I　　l［

10　　4

5　　　3

7　　　3

8　　　3

9　　　1

心疾患以外の死亡群

｝］【　IV　　V　　W　　W
12　　4　　　4　　　4　　　8

3　　　0　　　1　　　2　　　2

3　　　1　　2　　1　　3

0　　　1　　1　　1　　2

1　　　1　　　2　　　2　　　4

N：Llmp含有値に於ける比較

Creatin

Cz’eatin　　（翼）

無機P
AIdorase

70μ夢／

60μ卯

25μ〃

10E／

5　　　4

7　　　4

9　　　4

9　　2

4　　　1　　0　　2　　　2

3　　　1　　　2　　　2　　　2

2　　　2　　　1．　　3　　　1

．1．　　】　　　2　　　2　　　5

　次いで先に述べた如く心筋内で特異的な代謝成分と　　　めた例をみると次の如くであつた。

考えられる無機Pを中心として，二峨分共に減少を認

比　較　成　分

無機P＋Creatin
無機P十Creatin（翼）

無機P＋Aldorase

心疾患群

1　　亙
1e　　4

4（4）　　3（3）

6（6）　　3（3）

8（8）　1＜1＞

心疾患以外の死亡群

皿　　W　　V　　W　　W
12　　感　　　4　　4　　8

N1㎎含有値に於ける比較

0　　0　　0　　1　　1　（1）

0　　1（1）　1　　1（1＞　1（1）

0　　0　　0　　1（1）　2（2）

無機P＋Creatin
無機P＋Creatin（真）

無機P十Aldorase

5（5）　　4（3）

：7（7）　4（3）

8（8）　　2（2）

1（1）　0　　　0　　　2（1）　0

1（1）　1（1＞　1　　2ω　0

1（1）　0　　　0　　　2（1）　1（1）

（　）心肥大｛蕾

　以上の成績からも明らかな如く，これ等成分の減少　　　脈硬化例に特異的に認められた。

は心疾愚死亡群に主としてみられ，その他の例では心　　　以上の成績に基き，急性心臓死の診断に当つて左右

肥大者（気管支肺炎，小脳出血，慢性アルコール中　　　心室壁の蛋白性N含燈，また左心壁に於ける無機P及

毒，後腹膜下出血）及びCO一中穏催眠剤中毒の例で　　　びGreatin，　Creatin真値の測定，更に参考として

あり，後者例は共に残余N，及びGOTが著るしく減　　　Aldorase及びGOT活性値について測定を行うこと

少，心筋代謝障害の存在が予想されたものである。尚　　　によりその目的に十分役立ち得るであろうと考えられ

無機p及びAldoraseの減少は心疾患死亡群中冠状動　　　る。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の減少に起因するものと考えられ，特に急性心機能不

　　1　　　結　　語　　　　　　　　　　　　　　　　全の一例では344％と薯るしく，これ等心不企例に於

　（1　人屍例に於ける心重量は，器質的心疾患及び　　　いて心筋収縮蛋白の障審が予想された。

肺炎死亡群に高く，これは主として左心室壁筋の肥厚　　　　（5）心疾患死亡群では左宿心蜜壁で，Creatin，

に起因しているとみられる。　　　　　　　　　　　　　輿Creatin，無機燐酸，　Aldorase値が著明な減少を

　（2）人屍心筋代謝成分中，無機燐酸，△7P及び　　示したが，この低下は左心壁で特に著るしく，他の死

Aldoraseは0～5°C氷室保存でも，無機燐酸の増加　　　亡群との間に明らかな差を認めえた。　GOT活性敏は

及び△7P，　Aldoraseの滅少が認められたが，一ユ5°C　　　頭部障審タピ亡群では他の死亡群に比して最低を示した

以下のdeep　freezer中ではこの変化はみられなか　　　が，器質的心疾患死亡群中にも著明な活性低下がある

った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例をみた。これ等成分中心筋内無機燐酸に死後経過碍

　（3）　心筋成分中残余窒素は左心室，咋1隔，左乳頭　　　閥に関係なく（但し鰯時間以内・，心疾患に於いて特

筋，右心室，右乳頭筋の順に，蛋白性窒索は左乳頭　　　異的現象であり，Creatinと共に，心不企による死亡

筋，左心量，中隔，右乳頭筋，右心室の順に少く，両　　　では，＝ネルギー代謝特に燐酸代謝陣轡が予想され

者共に左心筋成分，は右に較べて高い威績値を示した　　　る。

が，水分含有黛は78．　6N82・1％で，左右の問に難を謝　　　（6）急憾三心臓死の診断に過り，左右心窒鵬筋中の

めえなかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　螢肉性t：nc，左心窒に於ける無機燐酸，輿Cr¢atin，

　（4）　心室磁i筋中の残余蟹素含齢はCO一中糠群が　　　Creatin及びAldoraseの測蹴，更に霧楷として残

最低であり，次いで冠状動脈硬化死亡1洋に減少な鋸　　余窒素，GOTについて測定することは，十分その閏

め，特に左心盤で著るしかつた。蛋白性窒素含懲は主　　　的に役立ち得るものと考える。

として心肥大者に左省心室壁含有値の不均衡を認め，

左心室／右心室窒素比は122士9．50％を示し，非心肥　　　　（本論文要旨は第16回日本医学会総会シンポジウム

大例では105±13．8％であった。　　　　　　　　　　で報告した。）

　この不均衡は左心室に於ける含有値の増加、右心蜜


